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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スレーブデバイスのワイヤレス通信の方法であって、ここにおいて、前記スレーブデバ
イスが第１のマスタデバイスと第２のマスタデバイスとに関連付けられ、前記方法は、
　前記第１のマスタデバイスから、前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース
割振りを受信することと、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイスとは異
なる、
　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャネ
ルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定することと、
　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行す
ることと、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張
ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従って
前記第２のマスタデバイスにデータを送信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記スレーブデバイスは、
　　前記リソース割振り中に含まれるインジケータ、
　　前記リソース割振りを受信するより前に前記第１のマスタデバイスによって与えられ
る構成情報、
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　　前記スレーブデバイスによって前記送信することのために、前記無認可チャネルを前
記第１のマスタデバイスが予約したのか前記第２のマスタデバイスが予約したのか、
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか別のチャネル上で受信
されたのか、または
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか認可チャネル上で受信
されたのか
のうちの少なくとも１つに基づいて、実行すべきＣＣＡプロシージャの前記タイプを決定
する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リソース割振りが、前記無認可チャネルまたは認可チャネルのうちの少なくとも１
つ上で受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、前記送信することが、前記リソース割振りに従って前記第１のマスタデ
バイスに前記データを送信することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、前記送信することが、前記リソース割振りに従って前記第１のマスタデ
バイスに他のデータを送信することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　ここにおいて、前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
、第１の無線リソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　ここにおいて、前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第
２のフェムトセルのうちの１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　第１のマスタデバイスのワイヤレス通信の方法であって、ここにおいて、前記第１のマ
スタデバイスがスレーブデバイスおよび第２のマスタデバイスと通信しており、前記方法
が、
　前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信
することと、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイスとは異なる、
　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送信
することと、
　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　のうちの少なくとも１つによって前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパラメータを示すことと
を備える、方法。
【請求項８】
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
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　第１のマスタデバイスのワイヤレス通信の方法であって、ここにおいて、前記第１のマ
スタデバイスが第２のマスタデバイスおよびスレーブデバイスと通信しており、前記方法
は、
　前記第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で前記第１のマスタデバイスへ
のリソース割振りの情報を受信することと、前記リソース割振りが認可チャネル上で送信
され、前記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指示を含
む、
　前記スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを受
信することと、
　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの前記受信より前に前記無認可チャネ
ル上で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ
（ＥＣＣＡ）プロシージャを実行することと、
　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会の直前に前記無認可チャネルを占有
することと
を備える、方法。
【請求項１０】
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、ここにおいて、前記装置は、第１のマスタデバ
イスと第２のマスタデバイスとに関連付けられたスレーブデバイスであり、
　前記第１のマスタデバイスから、前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース
割振りを受信するための手段と、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイス
とは異なる、
　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャネ
ルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定するための手段と、
　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行す
るための手段と、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまた
は拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従って
前記第２のマスタデバイスにデータを送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項１２】
　決定するための前記手段は、
　　前記リソース割振り中に含まれるインジケータ、
　　前記リソース割振りを受信するより前に前記第１のマスタデバイスによって与えられ
る構成情報、
　　前記スレーブデバイスによって前記送信することのために、前記無認可チャネルを前
記第１のマスタデバイスが予約したのか前記第２のマスタデバイスが予約したのか、
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか別のチャネル上で受信
されたのか、または
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか認可チャネル上で受信
されたのか
のうちの少なくとも１つに基づいて、実行すべきＣＣＡプロシージャの前記タイプを決定
するように構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
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　前記リソース割振りが、前記無認可チャネルまたは認可チャネルのうちの少なくとも１
つ上で受信される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、送信するための前記手段が、前記リソース割振りに従って前記第１のマ
スタデバイスに前記データを送信するように構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、送信するための前記手段が、前記リソース割振りに従って前記第１のマ
スタデバイスに他のデータを送信するように構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　ここにおいて、前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
、第１の無線リソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　ここにおいて、前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第
２のフェムトセルのうちの１つを含む、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、ここにおいて、前記装置は、スレーブデバイス
および第２のマスタデバイスと通信している第１のマスタデバイスであり、
　前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信
するための手段と、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイスとは異なる、
　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送信
するための手段と、
　前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパ
ラメータを示すための手段と、ここにおいて、示すための前記手段が、
　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　を行うように構成された、
を備える、装置。
【請求項１８】
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、ここにおいて、装置は、第２のマスタデバイス
およびスレーブデバイスと通信している第１のマスタデバイスであり、
　前記第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で前記第１のマスタデバイスへ
のリソース割振りの情報を受信するための手段と、前記リソース割振りが認可チャネル上
で送信され、前記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指
示を含む、
　前記スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを受
信するための手段と、
　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの前記受信より前に前記無認可チャネ
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ル上で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ
（ＥＣＣＡ）プロシージャを実行するための手段と、
　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会において前記無認可チャネルを占有
するための手段と
を備える、装置。
【請求項２０】
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、第１のマスタデバイスと第２のマ
スタデバイスとに関連付けられたスレーブデバイスであり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記第１のマスタデバイスから、前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソー
ス割振りを受信することと、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイスとは
異なる、
　　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定することと、
　　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行
することと、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡
張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
　　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従っ
て前記第２のマスタデバイスにデータを送信することと
　を行うように構成された、
　装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、第２のマスタデバイスおよびスレ
ーブデバイスと通信している第１のマスタデバイスであり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信す
ることと、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイスとは異なる、
　　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送
信することと、
　　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　　のうちの少なくとも１つによって前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパラメータを示すことと
　を行うように構成された、装置。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、第２のマスタデバイスおよびスレ
ーブデバイスと通信している第１のマスタデバイスであり、
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　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で前記第１のマスタデバイス
へのリソース割振りの情報を受信することと、前記リソース割振りが認可チャネル上で送
信され、前記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指示を
含む、
　　前記スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを
受信することと、
　　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの前記受信より前に前記無認可チャ
ネル上で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣ
Ａ（ＥＣＣＡ）プロシージャを実行することと、
　　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会において前記無認可チャネルを占
有することと
　を行うように構成された、装置。
【請求項２４】
　第１のマスタデバイスおよび第２のマスタデバイスと通信しているスレーブデバイスの
ためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　前記第１のマスタデバイスから、前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース
割振りを受信することと、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイスとは異
なる、
　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャネ
ルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定することと、
　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行す
ることと、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張
ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従って
前記第２のマスタデバイスにデータを送信することと
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　スレーブデバイスおよび第２のマスタデバイスと通信している第１のマスタデバイスの
ためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りを前記スレーブデバイスに
送信することと、前記第２のマスタデバイスが前記第１のマスタデバイスとは異なる、
　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送信
することと、
　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　のうちの少なくとも１つによって前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパラメータを示すことと
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　第２のマスタデバイスおよびスレーブデバイスと通信している第１のマスタデバイスの
ためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　前記第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で前記第１のマスタデバイスへ
のリソース割振りの情報を受信することと、前記リソース割振りが認可チャネル上で送信
され、前記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指示を含
む、
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　前記スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを受
信することと、
　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの前記受信より前に前記無認可チャネ
ル上で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ
（ＥＣＣＡ）プロシージャを実行することと、
　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会において前記無認可チャネルを占有
することと
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１５年５
月２２日に出願された「CCA PROCEDURE AT MASTER AND SLAVE DEVICES」と題する米国仮
出願第６２／１６５，８６１号、および２０１６年５月１２日に出願された「CLEAR CHAN
NEL ASSESSMENT PROCEDURE AT MASTER AND SLAVE DEVICES」と題する米国特許出願第１５
／１５３，５１６号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレス通信システム
上での競合ベース通信の少なくとも一部分のために無認可無線周波数スペクトル帯域（un
licensed radio frequency spectrum band）を使用することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソースを共有することによって
複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技術を採用し得る。そのよう
な多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元
接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気
通信規格において採用されている。例示的な電気通信規格はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユ
ニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications 
System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、ＤＬ上ではＯＦＤＭＡを使用し
、ＵＬ上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用し
て、スペクトル効率の改善、コストの低下、およびサービスの改善を通して、モバイルブ
ロードバンドアクセスをサポートするように設計されている。しかしながら、モバイルブ
ロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善
が必要である。これらの改善はまた、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気
通信規格とに適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの通信モードは、セルラーネットワークの、競合ベース共有無線周波数
スペクトル帯域（contention-based shared radio frequency spectrum band）上での、
または異なる無線周波数スペクトル帯域（たとえば、認可無線周波数スペクトル帯域また
は無認可無線周波数スペクトル帯域）上での基地局とＵＥとの間の通信を可能にし得る。
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認可無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータトラフィ
ックの増加とともに、少なくとも一部のデータトラフィックの、無認可無線周波数スペク
トル帯域へのオフローディングは、セルラー事業者に拡張されたデータ送信容量のための
機会を与え得る。無認可無線周波数スペクトル帯域はまた、認可無線周波数スペクトル帯
域へのアクセスが利用不可能であるエリア中でサービスを与え得る。
【０００６】
　[0006]競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得し、共有無線周波
数スペクトル帯域上で通信するより前に、基地局またはＵＥは、共有無線周波数スペクト
ル帯域へのアクセスを求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen
 before talk）プロシージャを実行し得る。ＬＢＴプロシージャは、競合ベース共有無線
周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるかどうかを決定するために、クリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）プロシージャを実行すること
を含み得る。競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であると決
定されたとき、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signal）
など、チャネル予約信号（channel reserving signal）が、チャネルを予約するために送
信され得る。
【０００７】
　[0007]ある基地局が別の（タイプの）ＢＳのためのプロセスを協調させるのを助ける、
基地局およびＵＥの間のＬＢＴプロシージャを協調させることに対する満たされていない
ニーズ（unmet need for）がある。たとえば、認可ＢＳが無認可ＢＳをサポートするか、
またはある無認可ＢＳが別の無認可ＢＳをサポートするニーズがある。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]以下は、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観では
なく、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべて
の態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示されるより詳細な説明
の導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示すること
である。
【０００９】
　[0009]競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得し、共有無線周波
数スペクトル帯域上で通信するより前に、基地局またはＵＥは、共有無線周波数スペクト
ル帯域へのアクセスを求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシ
ージャを実行し得る。ＬＢＴプロシージャは、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域
のチャネルが利用可能であるかどうかを決定するために、クリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ）プロシージャを実行することを含み得る。競合ベース共有無線周波数スペクトル
帯域のチャネルが利用可能であると決定されたとき、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢ
Ｓ）など、チャネル予約信号が、チャネルを予約するために送信され得る。
【００１０】
　[0010]ある基地局が別の（タイプの）ＢＳのためのプロセスを協調させるのを助ける、
基地局およびＵＥの間のＬＢＴプロシージャを協調させることに対する満たされていない
ニーズがある。たとえば、認可ＢＳが無認可ＢＳをサポートするか、またはある無認可Ｂ
Ｓが別の無認可ＢＳをサポートするニーズがある。
【００１１】
　[0011]基地局およびＵＥの間のＬＢＴプロシージャを協調させるために、本開示は、リ
ッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）に基づく負荷ベース機器（ＬＢＥ：Load Based Equipme
nt）のための適応性ルールの新しい潜在的セットを提案する。本開示のＬＢＴプロシージ
ャは、ＬＴＥ無認可（ＬＴＥ－Ｕ：LTE-unlicensed）およびＷｉ－Ｆｉ（登録商標）共存
と、ＬＴＥ－ＵとＷｉ－Ｆｉの両方におけるＤＬ／ＵＬ共存とを提供する。
【００１２】
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　[0012]本開示の一態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される。
本装置は、第１のマスタデバイスから、第２のマスタデバイスと通信するためのリソース
割振りを受信する。本装置はまた、無認可チャネル上で第２のマスタデバイスと通信する
前に実行すべきＣＣＡプロシージャのタイプを決定する。本装置は、さらに、決定するこ
とに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行し、ＣＣＡプロシー
ジャは、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ：initial CCA）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣ
Ａ：extended CCA）プロシージャのうちの１つである。さらに、本装置は、送信機会が取
得されたとき、無認可チャネル上でリソース割振りに従って第２のマスタデバイスにデー
タを送信する。
【００１３】
　[0013]さらなる態様では、本装置は、第２のマスタデバイスと通信するためのリソース
割振りをスレーブデバイスに送信する。本装置は、バックホールリンク上でリソース割振
りの情報を第２のマスタデバイスに送信する。本装置は、さらに、リソース割振りを送信
するより前の通信中で構成情報を与えること、リソース割振り中にインジケータを設定す
ること、あるタイプのチャネル上でリソース割振りを送信すること、または選択されたチ
ャネル上でリソース割振りを送信すること、のうちの少なくとも１つによってスレーブデ
バイスにＣＣＡタイプおよびＣＣＡパラメータを示す。
【００１４】
　[0014]別の態様では、本装置は、第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で
第１のマスタデバイスへのリソース割振りの情報を受信し、リソース割振りは認可チャネ
ル上で送信され、リソース割振りの情報は、無認可チャネルを予約するようにとの指示を
含む。本装置はまた、スレーブデバイスから無認可チャネル上でリソース割振りに従って
データを受信する。本装置は、さらに、第１のマスタデバイスにおいて、データの受信よ
り前に無認可チャネル上で送信機会を取得するために、ＩＣＣＡプロシージャまたはＥＣ
ＣＡプロシージャを実行する。本装置は、さらに、第１のマスタデバイスによって、送信
機会において無認可チャネルを占有する。
【００１５】
　[0015]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に説明され、特に特許請求の範囲で指摘される特徴を備える。以下の説明および添付の
図面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、こ
れらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのほんのいくつかを示
すものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものと
する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】[0016]ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワークの一例を示す図。
【図２Ａ】[0017]ＤＬフレーム構造のＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｂ】ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｃ】ＵＬフレーム構造のＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｄ】ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥ例を示す図。
【図３】[0018]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（
ＵＥ）の一例を示す図。
【図４】[0019]本開示の態様による、無認可スペクトルを使用するワイヤレス通信の一例
を示す図。
【図５】[0020]本開示の様々な態様による、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実行されるＣＣＡプロシージャの一
例の図。
【図６】[0021]本開示の様々な態様による、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）
プロシージャの一例の図。
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【図７】[0022]マスタデバイスおよびスレーブデバイスの間の通信を示す図。
【図８】[0023]ＥＣＣＡプロシージャを示す図。
【図９】[0024]無認可チャネル上でのマスタデバイスおよびスレーブデバイスのチャネル
アクセスプロシージャを示す図。
【図１０】[0025]マスタデバイスとスレーブデバイスとがＣｏＭＰプロシージャに従って
通信することを示す図。
【図１１】[0026]マスタデバイスとスレーブデバイスとがＣｏＭＰプロシージャに従って
通信することを示す別の図。
【図１２】[0027]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１３】[0028]例示的な装置中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す概念デ
ータフロー図。
【図１４】[0029]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【図１５】[0030]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１６】[0031]例示的な装置中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す概念デ
ータフロー図。
【図１７】[0032]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【図１８】[0033]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１９】[0034]例示的な装置中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す概念デ
ータフロー図。
【図２０】[0035]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【詳細な説明】
【００１７】
　[0036]添付の図面に関して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成を説明するもの
であり、本明細書で説明される概念が実施され得る構成のみを表すものではない。詳細な
説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの
概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。いく
つかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造および
構成要素がブロック図の形式で示される。
【００１８】
　[0037]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様が提示
される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明され、（「要素」と
総称される）様々なブロック、構成要素、回路、プロセス、アルゴリズムなどによって添
付の図面に示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、
またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要素がハードウェアと
して実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的なシ
ステムに課される設計制約に依存する。
【００１９】
　[0038]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」として実装され得る。プロセッサの例と
しては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィックス処理ユニット（Ｇ
ＰＵ）、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システ
ムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個
別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明される様々な機能を実行するよう
に構成された他の好適なハードウェアがある。処理システム中の１つまたは複数のプロセ
ッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミ
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ドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命
令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム
、ソフトウェア構成要素、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウ
ェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド
、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されたい。
【００２０】
　[0039]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明される機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュー
タ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュータ
可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスさ
れ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュー
タ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気
的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージ、他の磁気ストレージデバイス、上述のタイプのコンピュータ
可読媒体の組合せ、あるいはコンピュータによってアクセスされ得る、命令またはデータ
構造の形態のコンピュータ実行可能コードを記憶するために使用され得る任意の他の媒体
を備えることができる。
【００２１】
　[0040]図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の一例を示
す図である。（ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）とも呼ばれる）ワイヤ
レス通信システムは、基地局１０２と、ＵＥ１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１
６０とを含む。基地局１０２は、マクロセル（高電力セルラー基地局）および／またはス
モールセル（低電力セルラー基地局）を含み得る。マクロセルはｅＮＢを含む。スモール
セルは、フェムトセル、ピコセル、およびマイクロセルを含む。
【００２２】
　[0041]（発展型ユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセスネ
ットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と総称される）基地局１０２は、バックホールリンク１３
２（たとえば、Ｓ１インターフェース）を通してＥＰＣ１６０とインターフェースをとる
。他の機能に加えて、基地局１０２は、以下の機能、すなわち、ユーザデータの転送と、
無線チャネル暗号化および解読と、完全性保護と、ヘッダ圧縮と、モビリティ制御機能（
たとえば、ハンドオーバ、デュアル接続性）と、セル間干渉協調と、接続セットアップお
よび解放と、負荷分散と、非アクセス層（ＮＡＳ：non-access stratum）メッセージのた
めの分配と、ＮＡＳノード選択と、同期と、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：radio 
access network）共有と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（Ｍ
ＢＭＳ：multimedia broadcast multicast service）と、加入者および機器トレースと、
ＲＡＮ情報管理（ＲＩＭ：RAN information management）と、ページングと、測位と、警
告メッセージの配信とのうちの１つまたは複数を実行し得る。基地局１０２は、バックホ
ールリンク１３４（たとえば、Ｘ２インターフェース）上で互いと直接または間接的に（
たとえば、ＥＰＣ１６０を通して）通信し得る。バックホールリンク１３４はワイヤード
またはワイヤレスであり得る。
【００２３】
　[0042]基地局１０２はＵＥ１０４とワイヤレス通信し得る。基地局１０２の各々は、そ
れぞれの地理的カバレージエリア１１０に対して通信カバレージを与え得る。重複する地
理的カバレージエリア１１０があり得る。たとえば、スモールセル１０２’は、１つまた
は複数のマクロ基地局１０２のカバレージエリア１１０と重複するカバレージエリア１１
０’を有し得る。スモールセルとマクロセルの両方を含むネットワークが、異機種ネット
ワークとして知られ得る。異機種ネットワークはまた、限定加入者グループ（ＣＳＧ）と
して知られる限定グループにサービスを提供し得るホーム発展型ノードＢ（ｅＮＢ）（Ｈ
ｅＮＢ）を含み得る。基地局１０２とＵＥ１０４との間の通信リンク１２０は、ＵＥ１０
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４から基地局１０２への（逆方向リンクとも呼ばれる）ＵＬ送信、および／または基地局
１０２からＵＥ１０４への（順方向リンクとも呼ばれる）ＤＬ送信を含み得る。通信リン
ク１２０は、空間多重化、ビームフォーミング、および／または送信ダイバーシティを含
む、ＭＩＭＯアンテナ技術を使用し得る。通信リンクは、１つまたは複数のキャリアを通
したものであり得る。基地局１０２／ＵＥ１０４は、各方向において送信のために使用さ
れる最高合計Ｙｘ　ＭＨｚ（ｘ個のコンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲーショ
ンにおいて割り振られた、キャリアごとの最高Ｙ　ＭＨｚ（たとえば、５、１０、１５、
２０ＭＨｚ）帯域幅のスペクトルを使用し得る。キャリアは、互いに隣接することも隣接
しないこともある。キャリアの割振りは、ＤＬとＵＬとに対して非対称であり得る（たと
えば、ＤＬに対して、ＵＬに対してよりも多いまたは少ないキャリアが割り振られ得る）
。コンポーネントキャリアは、１次コンポーネントキャリアと、１つまたは複数の２次コ
ンポーネントキャリアとを含み得る。１次コンポーネントキャリアは１次セル（ＰＣｅｌ
ｌ）と呼ばれることがあり、２次コンポーネントキャリアは２次セル（ＳＣｅｌｌ）と呼
ばれることがある。
【００２４】
　[0043]ワイヤレス通信システムは、５ＧＨｚ無認可周波数スペクトル中で通信リンク１
５４を介してＷｉ－Ｆｉ局（ＳＴＡ）１５２と通信しているＷｉ－Ｆｉアクセスポイント
（ＡＰ）１５０をさらに含み得る。無認可周波数スペクトル中で通信するとき、ＳＴＡ１
５２／ＡＰ１５０は、チャネルが利用可能であるかどうかを決定するために、通信するよ
り前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行し得る。
【００２５】
　[0044]スモールセル１０２’は、認可および／または無認可周波数スペクトル中で動作
し得る。無認可周波数スペクトル中で動作するとき、スモールセル１０２’は、ＬＴＥを
採用し、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１５０によって使用されるのと同じ５ＧＨｚ無認可周波数スペ
クトルを使用し得る。無認可周波数スペクトル中でＬＴＥを採用するスモールセル１０２
’は、アクセスネットワークへのカバレージをブーストし、および／またはアクセスネッ
トワークの容量を増加させ得る。無認可スペクトルにおけるＬＴＥは、ＬＴＥ無認可（Ｌ
ＴＥ－Ｕ）と呼ばれることがあり、認可支援アクセス（ＬＡＡ：licensed assisted acce
ss）またはＭｕＬＴＥｆｉｒｅに関連する技法を採用し得る。
【００２６】
　[0045]ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management 
Entity）１６２と、他のＭＭＥ１６４と、サービングゲートウェイ１６６と、マルチメデ
ィアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１６８と、ブロ
ードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast Serv
ice Center）１７０と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１７２とを
含み得る。ＭＭＥ１６２はホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１７４と通信していることがあ
る。ＭＭＥ１６２は、ＵＥ１０４とＥＰＣ１６０との間のシグナリングを処理する制御ノ
ードである。概して、ＭＭＥ１６２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザイン
ターネットプロトコル（ＩＰ）パケットはサービングゲートウェイ１６６を通して転送さ
れ、サービングゲートウェイ１６６自体はＰＤＮゲートウェイ１７２に接続される。ＰＤ
Ｎゲートウェイ１７２はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲ
ートウェイ１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０はＩＰサービス１７６に接続される。ＩＰサー
ビス１７６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（Ｉ
ＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streamin
g Service）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢ
ＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１
７０は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働き得、パ
ブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile network）内のＭ
ＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュー
ルするために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１６８は、特定のサービスをブロード
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キャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エ
リアに属する基地局１０２にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッシ
ョン管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る。
【００２７】
　[0046]基地局は、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、トランシ
ーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。基地局１０２は、ＵＥ１０４に
ＥＰＣ１６０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０４の例としては、セルラーフォン
、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol
）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マル
チメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３
プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、スマートデバイス、ウェアラブルデバイス
、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０４は、局、移動局、加入者局、
モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイル
デバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル
加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット
、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適
な用語で呼ばれることもある。
【００２８】
　[0047]再び図１を参照すると、いくつかの態様では、ＵＥ１０４／ｅＮＢ１０２は、無
認可スペクトルを使用する競合ベース通信（１９８）のために構成され得る。
【００２９】
　[0048]図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図２００である。図２
Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２３０である。図２
Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図２５０である。図２Ｄは、ＬＴＥ
におけるＵＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２８０である。他のワイヤレス通
信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有し得る。ＬＴＥでは、
フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブ
フレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すた
めにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットは、１つまたは複数の（物理ＲＢ
（ＰＲＢ：physical resource block）とも呼ばれる）時間並列（time concurrent）リソ
ースブロック（ＲＢ）を含む。リソースグリッドは複数のリソース要素（ＲＥ）に分割さ
れる。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計８４個の
ＲＥについて、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中
に７つの連続するシンボル（ＤＬの場合、ＯＦＤＭシンボル、ＵＬの場合、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボル）を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計７２
個のＲＥについて、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領
域中に６個の連続するシンボルを含んでいる。各ＲＥによって搬送されるビット数は変調
方式に依存する。
【００３０】
　[0049]図２Ａに示されているように、ＲＥのうちのいくつかが、ＵＥにおけるチャネル
推定のためのＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、（
共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific reference 
signal）と、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific reference signal）と、チャ
ネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information reference signal）
とを含み得る。図２Ａは、（それぞれ、Ｒ0、Ｒ1、Ｒ2、およびＲ3として示される）アン
テナポート０、１、２、および３のためのＣＲＳと、（Ｒ5として示される）アンテナポ
ート５のためのＵＥ－ＲＳと、（Ｒとして示される）アンテナポート１５のためのＣＳＩ
－ＲＳとを示す。図２Ｂは、フレームのＤＬサブフレーム内の様々なチャネルの一例を示
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す。物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control for
mat indicator channel）は、スロット０のシンボル０内にあり、物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）が１つのシンボルを占有
するのか、２つのシンボルを占有するのか、３つのシンボルを占有するのかを示す制御フ
ォーマットインジケータ（ＣＦＩ）を搬送する（図２Ｂは、３つのシンボルを占有するＰ
ＤＣＣＨを示す）。ＰＤＣＣＨは、１つまたは複数の制御チャネル要素（ＣＣＥ）内でダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、各ＣＣＥは９つのＲＥグループ（ＲＥＧ）を含
み、各ＲＥＧは、ＯＦＤＭシンボル中に４つの連続するＲＥを含む。ＵＥは、ＤＣＩをも
搬送するＵＥ固有拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）で構成され得る。ｅＰＤＣＣＨは、２
つ、４つ、または８つのＲＢペアを有し得る（図２Ｂは２つのＲＢペアを示し、各サブセ
ットは１つのＲＢペアを含む）。物理ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ）（ＨＡＲＱ：
hybrid automatic repeat request）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）もスロット０
のシンボル０内にあり、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink 
shared channel）に基づいて、ＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）フ
ィードバックを示すＨＡＲＱインジケータ（ＨＩ）を搬送する。１次同期チャネル（ＰＳ
ＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および５内のスロット０のシンボル６内にあり、サ
ブフレームタイミングと物理レイヤ識別とを決定するためにＵＥによって使用される１次
同期信号（ＰＳＳ）を搬送する。２次同期チャネル（ＳＳＣＨ）は、フレームのサブフレ
ーム０および５内のスロット０のシンボル５内にあり、物理レイヤセル識別グループ番号
を決定するためにＵＥによって使用される２次同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理レイ
ヤ識別と物理レイヤセル識別グループ番号とに基づいて、ＵＥは物理セル識別子（ＰＣＩ
）を決定することができる。ＰＣＩに基づいて、ＵＥは上述のＤＬ－ＲＳのロケーション
を決定することができる。物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadca
st channel）は、フレームのサブフレーム０のスロット１のシンボル０、１、２、３内に
あり、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）を搬送する。ＭＩＢは、ＤＬシステム帯域幅中のＲ
Ｂの数と、ＰＨＩＣＨ構成と、システムフレーム番号（ＳＦＮ）とを与える。物理ダウン
リンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）は、ユーザデー
タと、システム情報ブロック（ＳＩＢ）などのＰＢＣＨを通して送信されないブロードキ
ャストシステム情報と、ページングメッセージとを搬送する。
【００３１】
　[0050]図２Ｃに示されているように、ＲＥのうちのいくつかが、ｅＮＢにおけるチャネ
ル推定のための復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を搬送する。ＵＥは、サブフレームの最後の
シンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）をさらに送信し得る。ＳＲＳはコム（co
mb）構造を有し得、ＵＥは、コムのうちの１つ上でＳＲＳを送信し得る。ＳＲＳは、ｅＮ
Ｂによって、ＵＬ上での周波数依存スケジューリングを可能にするために、チャネル品質
推定のために使用され得る。図２Ｄは、フレームのＵＬサブフレーム内の様々なチャネル
の一例を示す。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access c
hannel）が、ＰＲＡＣＨ構成に基づいてフレーム内の１つまたは複数のサブフレーム内に
あり得る。ＰＲＡＣＨは、サブフレーム内に６つの連続するＲＢペアを含み得る。ＰＲＡ
ＣＨは、ＵＥが初期システムアクセスを実行し、ＵＬ同期を達成することを可能にする。
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）が、
ＵＬシステム帯域幅のエッジ上に位置し得る。ＰＵＣＣＨは、スケジューリング要求、チ
ャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ラ
ンクインジケータ（ＲＩ）、およびＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックなど、ア
ップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬送する。ＰＵＳＣＨは、データを搬送し、バッファス
テータス報告（ＢＳＲ）、パワーヘッドルーム報告（ＰＨＲ）、および／またはＵＣＩを
搬送するためにさらに使用され得る。
【００３２】
　[0051]図３は、アクセスネットワーク中でＵＥ３５０と通信しているｅＮＢ３１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットがコントローラ／プロセッ
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サ３７５に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ３７５はレイヤ３およびレイヤ２機
能を実装する。レイヤ３は無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含み、レイヤ２は、パケ
ットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤと、無線リンク制御（ＲＬＣ
）レイヤと、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを含む。コントローラ／プロセッサ３
７５は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）のブロードキャスティングと、ＲＲ
Ｃ接続制御（たとえば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ接続確立、ＲＲＣ接続変更、およ
びＲＲＣ接続解放）と、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間モビリティと、ＵＥ測定報告のた
めの測定構成とに関連するＲＲＣレイヤ機能、ならびにヘッダ圧縮／復元と、セキュリテ
ィ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）と、ハンドオーバサポート機能とに関連す
るＰＤＣＰレイヤ機能、ならびに上位レイヤパケットデータユニット（ＰＤＵ）の転送と
、ＡＲＱを介した誤り訂正と、ＲＬＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）の連結、セグメ
ンテーション、およびリアセンブリと、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーションと、
ＲＬＣデータＰＤＵの並べ替えとに関連するＲＬＣレイヤ機能、ならびに論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間のマッピングと、トランスポートブロック（ＴＢ）上への
ＭＡＣ　ＳＤＵの多重化と、ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵのデマルチプレクシングと、スケ
ジューリング情報報告と、ＨＡＲＱを介した誤り訂正と、優先度処理と、論理チャネル優
先度付けとに関連するＭＡＣレイヤ機能を与える。
【００３３】
　[0052]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々な
信号処理機能に関連するレイヤ１機能を実装する。物理（ＰＨＹ）レイヤを含むレイヤ１
は、トランスポートチャネル上の誤り検出と、トランスポートチャネルの前方誤り訂正（
ＦＥＣ）コーディング／復号と、インターリービングと、レートマッチングと、物理チャ
ネル上へのマッピングと、物理チャネルの変調／復調と、ＭＩＭＯアンテナ処理とを含み
得る。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（
ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrat
ure phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keyi
ng）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づ
く信号コンスタレーションへのマッピングを扱う。コーディングされ、変調されたシンボ
ルは、次いで並列ストリームに分割され得る。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤ
Ｍシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリア
にマッピングされ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロ
ット）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Tra
nsform）を使用して一緒に組み合わされ得る。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリ
ームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器３７４からのチ
ャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のた
めに使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によって送信される基準信号および／
またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別
個の送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に与えられ得る。各送信機３１８Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３４】
　[0053]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ３５２
を通して信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、その情報を受信（ＲＸ）プロセッサ３５６に与える。ＴＸプロセッサ３６８および
ＲＸプロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連するレイヤ１機能を実装する。ＲＸ
プロセッサ３５６は、ＵＥ３５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、
情報に対して空間処理を実行し得る。複数の空間ストリームがＵＥ３５０に宛てられた場
合、それらはＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合
わされ得る。ＲＸプロセッサ３５６は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して
ＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、
ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブ
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キャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ３１０によって送信される、可能性が最
も高い信号コンスタレーションポイントを決定することによって復元され、復調される。
これらの軟判定は、チャネル推定器３５８によって算出されるチャネル推定値に基づき得
る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ３１０によって最初に送信されたデータ
と制御信号とを復元するために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信
号は、次いで、レイヤ３およびレイヤ２機能を実装するコントローラ／プロセッサ３５９
に与えられる。
【００３５】
　[0054]コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３６０に関連し得る。メモリ３６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。
ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットを復元
するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離（demultiplexing
）と、パケットリアセンブリと、解読と、ヘッダ復元（header decompression）と、制御
信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートす
るためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３６】
　[0055]ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関して説明された機能と同様に、コントローラ／
プロセッサ３５９は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）獲得と、ＲＲＣ接続と
、測定報告とに関連するＲＲＣレイヤ機能、ならびにヘッダ圧縮／復元と、セキュリティ
（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）とに関連するＰＤＣＰレイヤ機能、ならびに
上位レイヤＰＤＵの転送と、ＡＲＱを介した誤り訂正と、ＲＬＣ　ＳＤＵの連結、セグメ
ンテーション、およびリアセンブリと、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーションと、
ＲＬＣデータＰＤＵの並べ替えとに関連するＲＬＣレイヤ機能、ならびに論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間のマッピングと、ＴＢ上へのＭＡＣ　ＳＤＵの多重化と、
ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵのデマルチプレクシングと、スケジューリング情報報告と、Ｈ
ＡＲＱを介した誤り訂正と、優先度処理と、論理チャネル優先度付けとに関連するＭＡＣ
レイヤ機能を与える。
【００３７】
　[0056]ｅＮＢ３１０によって送信される基準信号またはフィードバックから、チャネル
推定器３５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方式
を選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ３６８に
よって使用され得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成される空間ストリームは、別個
の送信機３５４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に与えられ得る。各送信機３５４ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３８】
　[0057]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関して説明された様式と同様の様
式でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテ
ナ３２０を通して信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された
情報を復元し、その情報をＲＸプロセッサ３７０に与える。
【００３９】
　[0058]コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３７６に関連し得る。メモリ３７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。
ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０からのＩＰパケットを復元す
るために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセ
ンブリと、解読と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ３
７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ３
７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコ
ルを使用する誤り検出を担当する。
【００４０】
　[0059]競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得し、共有無線周波
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数スペクトル帯域上で通信するより前に、基地局またはＵＥは、共有無線周波数スペクト
ル帯域へのアクセスを求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシ
ージャを実行し得る。ＬＢＴプロシージャは、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域
のチャネルが利用可能であるかどうかを決定するために、クリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ）プロシージャを実行することを含み得る。競合ベース共有無線周波数スペクトル
帯域のチャネルが利用可能であると決定されたとき、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢ
Ｓ）など、チャネル予約信号が、チャネルを予約するために送信され得る。
【００４１】
　[0060]ある基地局が別の（タイプの）ＢＳのためのプロセスを協調させるのを助ける、
基地局およびＵＥの間のＬＢＴプロシージャを協調させることに対する満たされていない
ニーズがある。たとえば、認可ＢＳが無認可ＢＳをサポートするか、またはある無認可Ｂ
Ｓが別の無認可ＢＳをサポートするニーズがある。
【００４２】
　[0061]基地局およびＵＥの間のＬＢＴプロシージャを協調させるために、本開示は、リ
ッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）に基づく負荷ベース機器（ＬＢＥ）のための適応性ルー
ルの新しい潜在的セットを提案する。本開示のＬＢＴプロシージャは、ＬＴＥ無認可（Ｌ
ＴＥ－Ｕ）およびＷｉ－Ｆｉ共存と、ＬＴＥ－ＵとＷｉ－Ｆｉの両方におけるＤＬ／ＵＬ
共存とを提供する。
【００４３】
　[0062]図４は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域上でのワ
イヤレス通信の一例４００の図である。図４は、ダウンリンククリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）プロシージャ４０２が、ある時間期間の間、それの上でワイヤレス通信が行
われる競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルを予約するために、図１を参
照しながら説明された基地局１０２のうちの１つまたは複数など、１つまたは複数の基地
局によって実行され得ることを示す。基地局による成功したダウンリンクＣＣＡプロシー
ジャ４４５に続いて、基地局は、基地局がチャネルを予約したという指示を他の基地局ま
たは装置（たとえば、ＵＥ、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に与えるために、Ｗｉ－
Ｆｉプリアンブル４０４などのプリアンブルおよび／またはチャネル使用ビーコン信号（
ＣＵＢＳ）４０６（たとえば、ダウンリンクＣＵＢＳ（Ｄ－ＣＵＢＳ４５０））を送信し
得る。
【００４４】
　[0063]ｅＮＢは、次いで、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム４０８を送信し
得る。ｅＮＢは、それが送信することになるＤＬサブフレームの数の指示を送信し得、た
とえば、図４では、ｅＮＢが６つのＤサブフレームを送信することになるという指示がｅ
ＮＢによって与えられる。また、たとえば、ＤサブフレームとＵサブフレームとの間の、
遷移サブフレームであり得るスペシャルサブフレーム（Ｓ）４１０があり得る。Ｄサブフ
レームのうちのいくつかは、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブフレーム４１２中にＵＬ
通信を送信するための、（１つまたは複数の）ＵＥに対する許可４１０を含み得る。図４
は、２つの異なるＵＥ、ＵＥ１　４１４およびＵＥ２　４１６に通信されるＵＬ許可を示
す。ＵＥ１およびＵＥ２は、たとえば、図１を参照しながら上記で説明されたＵＥ１０４
のうちの１つまたは複数であり得る。ＵＬ許可４１０に基づいて、ＵＥ１　４１４および
ＵＥ２　４１６は、ＣＣＡまたは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャ４１８を実行し、
成功したとき、ＵＬ許可４１０に従っていくつかのＵＬサブフレーム４１２を送信し得る
。
【００４５】
　[0064]上記のように、図４は一例として与えられる。他の例が、可能であり、図４に関
して説明されたものとは異なり得る。
【００４６】
　[0065]図５は、本開示の様々な態様による、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実行されるＣＣＡプロシージャ５
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１５の一例５００の図である。いくつかの例では、ＣＣＡプロシージャ５１５は、図４を
参照しながら説明されたＤＬ　ＣＣＡプロシージャ４４５またはＵＬ　ＣＣＡプロシージ
ャ４６５の一例であり得る。ＣＣＡプロシージャ５１５は固定持続時間を有し得る。いく
つかの例では、ＣＣＡプロシージャ５１５は、ＬＢＴフレームベース機器（ＬＢＴ－ＦＢ
Ｅ：LBT-frame based equipment）プロトコル（たとえば、ＥＮ３０１　８９３によって
記述されるＬＢＴ－ＦＢＥプロトコル）に従って実行され得る。ＣＣＡプロシージャ５１
５に続いて、ＣＵＢＳ５２０など、チャネル予約信号が送信され、その後にデータ送信（
たとえば、ＵＬ送信またはＤＬ送信）が続き得る。例として、データ送信は、３つのサブ
フレームの意図された持続時間５０５と、３つのサブフレームの実際の持続時間５１０と
を有し得る。
【００４７】
　[0066]上記のように、図５は一例として与えられる。他の例が、可能であり、図５に関
して説明されたものとは異なり得る。
【００４８】
　[0067]図６は、本開示の様々な態様による、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ
）プロシージャ６１５の一例６００の図である。いくつかの例では、ＥＣＣＡプロシージ
ャ６１５は、図４を参照しながら説明されたＤＬ　ＣＣＡプロシージャ４４５またはＵＬ
　ＣＣＡプロシージャ４６５の一例であり得る。ＥＣＣＡプロシージャ６１５は、ランダ
ムな数のＣＣＡプロシージャを含み得、いくつかの例では、複数のＣＣＡプロシージャを
含み得る。したがって、ＥＣＣＡプロシージャ６１５は可変持続時間を有し得る。いくつ
かの例では、ＥＣＣＡプロシージャ６１５は、ＬＢＴ負荷ベース機器（ＬＢＴ－ＬＢＥ：
LBT-load based equipment）プロトコル（たとえば、ＥＮ３０１　８９３によって記述さ
れるＬＢＴ－ＬＢＥプロトコル）に従って実行され得る。ＥＣＣＡプロシージャ６１５は
、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝つことのより
大きい可能性を与え得るが、それは、より短いデータ送信という潜在的な犠牲を払い（at
 a potential cost of）得る。ＥＣＣＡプロシージャ６１５に続いて、ＣＵＢＳ６２０な
ど、チャネル予約信号が送信され、その後にデータ送信が続き得る。例として、データ送
信は、３つのサブフレームの意図された持続時間６０５と、２つのサブフレームの実際の
持続時間６１０とを有し得る。
【００４９】
　[0068]上記のように、図６は一例として与えられる。他の例が、可能であり、図６に関
して説明されたものとは異なり得る。
【００５０】
　[0069]ＵＥなど、デバイスは、信号を受信および／または送信するために使用するため
の複数のアンテナ（Ｎ）を有し得る。デバイスは、ＬＴＥ、ＷｉＦｉ（登録商標）など、
特定の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のために、特定のキャリア周波数のために、またはそ
の両方のために使用するために、アンテナの使用および割当てを分割し得る。たとえば、
デバイスは、ＣＡの場合、１つのキャリアのために固定数のアンテナを使用し得、または
デバイスは、デバイスがＷｉＦｉと、ＬＴＥなどの他の技術との両方をサポートするとき
、ＷｉＦｉのために固定数のアンテナを使用し得る。一例では、ＵＥは、４つのアンテナ
を有し、ＷｉＦｉ通信のためにアンテナのうちの２つを割り当て、ＬＴＥ通信のために２
つのアンテナを割り当て得る。ＵＥなど、デバイスはまた、１つの技術または１つのキャ
リアのためのいくつかのアンテナを動的にまたは半静的に選択し得る（アンテナ選択）。
そのような動的または半静的方式では、共有または選択は、ＣＱＩ、基準信号受信電力（
ＲＳＲＰ）など、特定の測定結果によってトリガされ得る。
【００５１】
　[0070]ＬＴＥなど、通信ネットワークは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）実装形態と時分
割多重化（ＴＤＭ）実装形態とを有し得る。ＦＤＭ実装形態における共有オプションは、
異なるアンテナを真に共有しているのではなく、アンテナを介して受信される周波数スペ
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クトルを共有している。たとえば、ＵＥは、異なるエアインターフェースに対してすべて
のアンテナを同時に使用するために、ダイプレクサ／スイッチを使用し得る。ダイプレク
サ／スイッチは、不要な周波数を除去する（filter）ことによってフィルタとして働く。
しかしながら、そのようなＦＤＭ共有方式では、一般に、信号がフィルタ処理されるとき
、信号強度のかなりの損失がある。また、そのような損失は、周波数帯域が高くなるにつ
れて増加することがある。ＴＤＭ実装形態は、実際に、各エアインターフェース／技術に
ついて別個のアンテナを使用するかまたは割り当て得る。したがって、そのようなエアイ
ンターフェース／技術を介した通信が使用中でないとき、未使用通信のために割り当てら
れたかまたは指定されたアンテナは、他のエアインターフェース／技術と共有され得る。
本開示の様々な態様は、ＴＤＭ実装形態を使用する通信システムを対象とする。
【００５２】
　[0071]図７は、マスタデバイスおよびスレーブデバイスの間の通信を示す図７００であ
る。マスタデバイス７０２およびマスタデバイス７０４は、それぞれ、無認可チャネル７
１０またはチャネル７１２上でスレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｂ、７０６－ｃお
よびＵＥ７０８のうちの１つまたは複数と通信している。マスタデバイス７０２およびマ
スタデバイス７０４はバックホールリンク７８０上で通信していることがある。
【００５３】
　[0072]図１に示されているデバイス（たとえば、基地局１０２およびＵＥ１０４）の各
々は、マスタデバイスまたはスレーブデバイスとして働き得る。デバイスのうちのいくつ
かは、マスタモードまたはスレーブモードで動作し得る。デバイスがマスタモードで動作
しているとき、そのデバイスはマスタデバイスとして働く。デバイスがスレーブモードで
動作しているとき、そのデバイスはスレーブデバイスとして働く。たとえば、基地局１０
２の各々はマスタデバイスとして働き得る。ＵＥ１０２の各々はスレーブデバイスとして
働き得る。
【００５４】
　[0073]マスタデバイスは、マスタデバイスに関連付けられた１つまたは複数のスレーブ
デバイスを有し得る。スレーブデバイスは１つまたは複数のマスタデバイスに関連付けら
れ得る。図７は、一例として、マスタデバイス７０２とスレーブデバイス７０６－ａ、７
０６－ｂ、７０６－ｃとが、第１の関連付けにおいて互いに関連付けられること示す。マ
スタデバイス７０４とスレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｃとは、第２の関連付けに
おいて互いに関連付けられる。マスタデバイス７０２と、マスタデバイス７０４と、スレ
ーブデバイス７０６－ａとは、第３の関連付けにおいて互いに関連付けられ得る。マスタ
デバイス７０２は複数のチャネル上で動作し得る。さらに、マスタデバイス７０２は、帯
域内（in-band）で、帯域外（out-of-band）で、またはその両方で動作し得る。
【００５５】
　[0074]詳細には、マスタデバイス７０２（たとえば、基地局１０２）は、無認可チャネ
ル７１０上でスレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｂ、７０６－ｃ（たとえば、ＵＥ１
０４）と通信し得る。無認可チャネル７１０上でのマスタデバイス７０２とスレーブデバ
イス７０６－ａ、７０６－ｂ、７０６－ｃとの間の通信は、マスタデバイスと、関連付け
られたスレーブデバイスとの帯域内通信と見なされ得る。さらに、マスタデバイス７０２
は、チャネル７１２上でＵＥ７０８と通信し得る。マスタデバイス７０２は、チャネル７
１２上でスレーブデバイス７０６－ａとも通信し得る。チャネル７１２は、認可チャネル
または無認可チャネルのいずれかであり得る。チャネル７１２上での通信は、無認可チャ
ネル７１０上での通信に関して帯域外通信である。さらに、マスタデバイス７０４とスレ
ーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｃとは、同様に、無認可チャネル７１０上で通信し得
る。さらに、マスタデバイスは、関連付けられたスレーブデバイスの各々のチャネルアク
セス挙動を制御し得る。たとえば、以下で説明されるように、マスタデバイス７０２は、
スレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｂ、７０６－ｃに、無認可チャネル７１０へのア
クセスを取得するためにＩＣＣＡプロシージャ、ＥＣＣＡプロシージャ、または延期期間
（deferral period）を実行するように命令する指示を、スレーブデバイス７０６－ａ、
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７０６－ｂ、７０６－ｃに送り得る。延期期間中に、スレーブデバイス７０６－ａ、７０
６－ｂ、７０６－ｃは、ＣＣＡプロシージャを実行することを延期し得る。延期期間はセ
ル内のトラフィックのタイプの関数であり得る。延期期間はデータと制御情報とによって
異なり得る。スレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｂ、７０６－ｃが、ＩＣＣＡを使用
するのか、ＥＣＣＡを使用するのか、延期期間を使用するのかを示す情報は、共通ＤＬ制
御チャネル（たとえば、共通ＰＵＣＣＨ）上でマスタデバイス７０２によって通信され得
る。一態様では、指示は共通ＣＲＮＴＩ（ＣＣＲＮＴＩ）を含み得る。
【００５６】
　[0075]さらに、マスタデバイスは、マスタデバイスのすべてに関連付けられたスレーブ
デバイスのチャネルアクセス挙動を一緒に制御し得る。たとえば、マスタデバイス７０２
およびマスタデバイス７０４は、スレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｃのチャネルア
クセス挙動を一緒に制御し得る。チャネルアクセス挙動を含む、いくつかのマスタデバイ
ス（たとえば、マスタデバイス７０２およびマスタデバイス７０４）の動作は、ネットワ
ークコントローラによって協調され得る。たとえば、ＬＢＴプロシージャは、マスタデバ
イス７０２においてスレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｂ、７０６－ｃのために動的
に変更され得る。
【００５７】
　[0076]さらに、スレーブデバイスは複数のチャネル上で動作し得る。たとえば、スレー
ブデバイス７０６－ａは無認可チャネル７１０およびチャネル７１２上で動作する。スレ
ーブデバイスは２つ以上のマスタデバイスに関連付けられ得る。たとえば、スレーブデバ
イス７０６－ａ、７０６－ｃは、それぞれ、マスタデバイス７０２とマスタデバイス７０
４の両方に関連付けられる。
【００５８】
　[0077]さらに、スレーブデバイスはデュアル接続性をサポートし得る。スレーブデバイ
ス（たとえば、スレーブデバイス７０６－ａ）は、認可チャネル（たとえば、チャネル７
１２）、または無認可チャネル（たとえば、無認可チャネル７１０）、またはその両方上
で動作し得る。たとえば、スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０および
チャネル７１２上でマスタデバイス７０２とコンカレントにまたは同時に（simultaneous
ly）通信し得る。
【００５９】
　[0078]関連付けられたマスタデバイスおよびスレーブデバイスは多地点協調（ＣｏＭＰ
：coordinated multipoint）プロシージャをサポートし得る。たとえば、スレーブデバイ
ス７０６－ｃは、ＣｏＭＰプロシージャを通してマスタデバイス７０２およびマスタデバ
イス７０４と通信し得る。マスタデバイス７０２およびマスタデバイス７０４は、共同の
スケジューリング、送信、受信（joint scheduling, transmission, reception）などを
実装するために、バックホールリンク７８０上で通信する。
【００６０】
　[0079]さらに、複数のマスタデバイスがスレーブデバイスの機能を制御し得る。たとえ
ば、ＵＬ　ＣｏＭＰプロシージャでは、スレーブデバイス７０６－ａまたはスレーブデバ
イス７０６－ｃは、マスタデバイス７０２およびマスタデバイス７０４のうちの一方から
ＤＬおよびＵＬ許可を受信し得、他方にＵＬ上でデータを送信し得る。スレーブデバイス
７０６－ａまたはスレーブデバイス７０６－ｃは、マスタデバイス７０２またはマスタデ
バイス７０４から、スレーブデバイス７０６－ａおよびスレーブデバイス７０６－ｃに、
無認可チャネル７１０へのアクセスを取得するためにＩＣＣＡプロシージャまたはＥＣＣ
Ａプロシージャを実行するように命令する指示を受信し得る。すなわち、マスタデバイス
７０２とマスタデバイス７０４の両方は、スレーブデバイス７０６－ａ、７０６－ｃのチ
ャネルアクセス挙動を制御し得る。
【００６１】
　[0080]図８は、ＥＣＣＡプロシージャを示す図８００である。例示的なマスタデバイス
７０２または例示的なスレーブデバイス７０６－ａが、互いと通信するために、無認可チ
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ャネル７１０上の送信スロット８４０（または送信機会）を取得するためにＥＣＣＡプロ
シージャを実行し得る。ＥＣＣＡプロシージャ内で、マスタデバイス７０２は、競合ウィ
ンドウ（contention window）８２０に基づいて、１番目のアイドル観測スロット（first
 idle observation slot）８３０－１、２番目のアイドル観測スロット８３０－２、（ア
イドル観測スロット８３０－ｍと占有された観測スロット８３３とを含む）観測スロット
８３２、ｉ番目の（ith）アイドル観測スロット８３０－ｉ、連続するアイドル観測スロ
ット８３４、ｊ番目のアイドル観測スロット８３０－ｊ、観測スロット８３６、およびＮ
番目の（Nth）アイドル観測スロット８３０－Ｎを観測し得る。
【００６２】
　[0081]マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、競合ウィンドウ８
２０の長さを決定し得る。特に、競合ウィンドウ８２０は、最大競合ウィンドウサイズと
最小競合ウィンドウサイズとの間で決定され得る。マスタデバイス７０２は、それ自体に
よって最大競合ウィンドウサイズと最小競合ウィンドウサイズとを決定し得る。追加また
は代替として、ネットワークコントローラが、たとえば、マスタデバイス７０２によって
使用される最大競合ウィンドウサイズと最小競合ウィンドウサイズとを構成し得る。スレ
ーブデバイス７０６－ａは、それ自体によって最大競合ウィンドウサイズと最小競合ウィ
ンドウサイズとを自律的に決定し得る。追加または代替として、マスタデバイス７０２が
、スレーブデバイス７０６－ａによって使用される最大競合ウィンドウサイズと最小競合
ウィンドウサイズとを構成することができる。
【００６３】
　[0082]マスタデバイス７０２は、さらに、無認可チャネル７１０のチャネル状態に基づ
いて競合ウィンドウ８２０の長さを決定し得る。マスタデバイス７０２は、ネットワーク
コントローラから受信された構成に基づいて競合ウィンドウ８２０を決定し得る。特に、
マスタデバイス７０２は、スレーブデバイス７０６－ａによって送られるチャネル状態お
よびフィードバック応答／報告を観測することによって、競合ウィンドウ８２０を半静的
にまたは動的に決定し得る。たとえば、マスタデバイス７０２は、マスタデバイス７０２
からスレーブデバイス７０６－ａに送信されたデータについての、スレーブデバイス７０
６－ａによって送られるＡＣＫまたは否定応答（ＮＡＣＫ）を監視し得る。ＡＣＫおよび
／またはＮＡＣＫに基づいて、マスタデバイス７０２は無認可チャネル７１０のチャネル
状態を決定し得る。
【００６４】
　[0083]スレーブデバイス７０６－ａも、無認可チャネル７１０のチャネル状態に基づい
て競合ウィンドウ８２０の長さを決定し得る。スレーブデバイス７０６－ａは、さらに、
マスタデバイス７０２から受信された構成に基づいて競合ウィンドウ８２０を決定し得る
。特に、スレーブデバイス７０６－ａは、マスタデバイス７０２によって送られるチャネ
ル状態およびフィードバック応答／報告を観測することによって、競合ウィンドウ８２０
を半静的にまたは動的に決定し得る。たとえば、スレーブデバイス７０６－ａは、スレー
ブデバイス７０６－ａからマスタデバイス７０２に送信されたデータについての、マスタ
デバイス７０２によって送られるＡＣＫまたはＮＡＣＫを監視し得る。ＡＣＫとＮＡＣＫ
とに基づいて、スレーブデバイス７０６－ａは無認可チャネル７１０のチャネル状態を決
定し得る。
【００６５】
　[0084]競合ウィンドウ８２０の長さを決定すると、マスタデバイス７０２またはスレー
ブデバイス７０６－ａは、１と競合ウィンドウ８２０の長さとの間の数Ｎを取得し得る。
たとえば、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、１と競合ウィン
ドウ８２０の長さとの間に一様に分布された乱数Ｎを生成し得る。Ｎの値は、ＥＣＣＡが
実行されるたびに選択され得、カウンタに記憶され得る。
【００６６】
　[0085]その後、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａはＥＣＣＡプ
ロシージャを開始し得、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、Ｎ
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に観測スロットを乗算した観測期間（an observation period of N multiplied by an ob
servation slot）の間アイドルである無認可チャネル７１０を観測する。観測スロットは
、チャネル観測時間の最も小さい単位であり、たとえば、２０μｓであり得る。すなわち
、Ｎは、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａが、送信スロット８４
０が取得されたと決定する前に観測される必要がある、総アイドル観測期間中の占有され
ていない（アイドル）観測スロットの数を定義する。初期値がＮであるカウンタは、観測
スロットが占有されていないかまたはアイドルであると見なされるたびに減分される（de
cremented）。マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、チャネル中
のエネルギーレベルが、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａにおい
て構成可能であり得るしきい値を超える場合、無認可チャネル７１０が占有されると見な
し得る。カウンタが０に達したとき、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０
６－ａは、それが送信スロット８４０を取得したと決定し得、送信スロット８４０におい
てデータを送信し得る。
【００６７】
　[0086]たとえば、図９～図１１を参照しながら以下で説明されるいくつかの状況では、
マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａはＥＣＣＡプロシージャを実行
し得る。詳細には、時間ポイントｔ１において、マスタデバイス７０２またはスレーブデ
バイス７０６－ａは、カウンタをＮに設定し得る。この例では、時間ポイントｔ１の後に
、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、１番目のアイドル観測ス
ロット８３０－１および２番目のアイドル観測スロット８３０－２を観測し、カウンタを
２だけ減分する。すなわち、カウンタはＮ－２にある。その後、マスタデバイス７０２ま
たはスレーブデバイス７０６－ａは、１つまたは複数の占有された観測スロット８３３と
１つまたは複数のアイドル観測スロット８３０－ｍとを含み得る、観測スロット８３２を
観測する。その後、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、ｉ番目
のアイドル観測スロット８３０－ｉにおいて開始し、ｊ番目のアイドル観測スロット８３
０－ｊにおいて終了する、連続するアイドル観測スロット８３４を観測し得る。その後、
マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、１つまたは複数の占有され
た観測スロット８３３を含み得る、観測スロット８３６を観測する。マスタデバイス７０
２またはスレーブデバイス７０６－ａは、プロセス中に、観測されたアイドル観測スロッ
トに従ってカウンタを減分する。観測スロット８３６を観測した後に、カウンタは１に設
定される。次に、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、Ｎ番目の
アイドル観測スロット８３０－Ｎを観測し、カウンタは０に達する。マスタデバイス７０
２またはスレーブデバイス７０６－ａは、時間ポイントｔ２において、それが送信スロッ
ト８４０を取得したと決定し、送信スロット８４０においてデータを送信し始め得る。
【００６８】
　[0087]いくつかの構成では、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａ
が各占有された観測スロット８３３を観測した後、マスタデバイス７０２またはスレーブ
デバイス７０６－ａは、次の観測スロットを観測する前に延期期間８３７を随意に待ち得
る。マスタデバイス７０２は、延期期間８３７を構成しないこと、または延期期間８３７
を０に設定することを選定し得る。延期期間８３７が０に設定されない場合、延期期間８
３７の持続時間は、１つまたは複数の観測スロットの持続時間であり得る。マスタデバイ
ス７０２はまた、スレーブデバイス７０６－ａによって使用される延期期間８３７を決め
得、および構成し得る。
【００６９】
　[0088]図９は、無認可チャネル上でのマスタデバイスおよびスレーブデバイスのチャネ
ルアクセスプロシージャを示す図９００である。例示的なマスタデバイス７０２は、スレ
ーブデバイス７０６－ａと通信するために、無認可チャネル７１０上の送信スロットを取
得するためにＩＣＣＡプロシージャ９３２と、ＥＣＣＡプロシージャ９３６と、ＥＣＣＡ
プロシージャ９４６とを実行し得る。マスタデバイス７０２およびスレーブデバイス７０
６－ａは、無認可チャネル７１０上でサブフレーム９３８を通信し得る。いくつかの構成
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では、マスタデバイス７０２は、認可チャネルまたは異なる無認可チャネルであり得る、
チャネル７１２上でスレーブデバイス７０６－ａと、リソース割振り９７２と送信スロッ
ト指示９７６とを含み得るサブフレーム９６８を通信し得る。さらに、ＡＰ９１２および
ＳＴＡ９１６は、無認可チャネル７１０上でパケット９２２、９２４、９２６、９２８を
通信し得る。
【００７０】
　[0089]図示のように、マスタデバイス７０２およびスレーブデバイス７０６－ａは、Ａ
Ｐ９１２およびＳＴＡ９１６と無認可チャネル７１０を共有する。いくつかの構成では、
マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａが無認可チャネル７１０上でア
イドルであるとき、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－ａは、チャネ
ルアクセスを取得するためにＩＣＣＡプロシージャを最初に実行するように構成される。
ＩＣＣＡプロシージャでは、デバイス（たとえば、マスタデバイス７０２またはスレーブ
デバイス７０６－ａ）は、所定の時間期間（たとえば、１つ、２つ、または５つの観測ス
ロット）の間、無認可チャネル７１０を観測し、無認可チャネル７１０が所定の時間期間
中にアイドルであるかどうかを決定する。無認可チャネル７１０が所定の時間期間中にア
イドルであると決定されたとき、マスタデバイス７０２またはスレーブデバイス７０６－
ａは、直ちに無認可チャネル７１０上で送信を開始し得る。
【００７１】
　[0090]この例では、時間ポイントｔ3において、マスタデバイス７０２は無認可チャネ
ル７１０上でアイドルである。マスタデバイス７０２は、さらに、スレーブデバイス７０
６－ａとサブフレーム９３８を通信することを希望する。したがって、この状況の下で、
マスタデバイス７０２は、それに応じてＩＣＣＡプロシージャを実行する。ＩＣＣＡプロ
シージャでは、マスタデバイス７０２は、所定の時間期間の間、すなわち、時間ポイント
ｔ3から時間ポイントｔ5まで無認可チャネル７１０を観測し、無認可チャネル７１０が所
定の時間期間中にアイドルであるかどうかを決定する。この例では、時間ポイントｔ0に
おいて、ＡＰ９１２およびＳＴＡ９１６は無認可チャネル７１０上でパケット９２２を通
信し始める。パケット９２２の送信期間は、ＩＣＣＡプロシージャ９３２の所定の時間期
間と重複する。したがって、マスタデバイス７０２は、ＩＣＣＡプロシージャ９３２にお
いて、無認可チャネル７１０が占有されると決定する。
【００７２】
　[0091]いくつかの構成では、ＩＣＣＡプロシージャ９３２において、無認可チャネル７
１０が占有されると決定すると、マスタデバイス７０２は、その後、送信スロットを取得
するために、上記で説明されたようにＥＣＣＡプロシージャ９３６を実行し得る。詳細に
は、マスタデバイス７０２は、時間ポイントｔ5において、ＥＣＣＡプロシージャ９３６
を実行し始める。その後、時間ポイントｔ7において、ＡＰ９１２およびＳＴＡ９１６は
パケット９２４を通信し始める。時間ポイントｔ13において、ＡＰ９１２およびＳＴＡ９
１６はパケット９２６を通信し始める。したがって、この例では、時間ポイントｔ23にお
いてのみ、ＥＣＣＡプロシージャ９３６のカウンタは、上記で説明されたように０に達す
る。したがって、時間ポイントｔ23において、マスタデバイス７０２は、それが送信スロ
ットを取得したと決定し、スレーブデバイス７０６－ａとサブフレーム９３８を通信し始
める。サブフレーム９３８はＬＢＴ無線フレーム４１５であり得る。
【００７３】
　[0092]いくつかの構成では、サブフレーム９３８の送信時間は、デバイスがその間に無
認可チャネル上で連続的に送信し得る最大時間である、最大チャネル占有持続時間に制限
され得る。デバイスは、最大チャネル占有持続時間の間送信した後、送信スロットを再び
取得するために別のＥＣＣＡプロシージャを実行する必要がある。この例では、最大チャ
ネル占有持続時間は、時間ポイントｔ23から時間ポイントｔ33まで持続する。したがって
、時間ポイントｔ33において、マスタデバイス７０２は、別の送信スロットを取得するた
めにＥＣＣＡプロシージャ９４６を実行する。この例では、ＡＰ９１２およびＳＴＡ９１
６は無認可チャネル７１０上でパケット９２８を通信し得、これは、ＥＣＣＡプロシージ
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ャ９４６の時間期間と重複する。
【００７４】
　[0093]別の例では、時間ポイントｔ3において、マスタデバイス７０２ではなくスレー
ブデバイス７０６－ａが、他のデバイスにデータを送信することを希望し得る。スレーブ
デバイス７０６－ａは、送信スロットを取得するために、マスタデバイス７０２に関して
上記で説明されたものと同様の動作（すなわち、ＩＣＣＡプロシージャ９３２、ＥＣＣＡ
プロシージャ９３６など）を実行し、次いでデータを送信し得る。
【００７５】
　[0094]いくつかの構成では、上記で説明されたように、マスタデバイス７０２およびス
レーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０上での通信とコンカレントに、チャ
ネル７１２上で互いとサブフレーム９６８を通信し得る。チャネル７１２は、認可チャネ
ル、または無認可チャネル７１０とは異なる無認可チャネルであり得る。この例では、マ
スタデバイス７０２およびスレーブデバイス７０６－ａは、時間ポイントｔ1においてチ
ャネル７１２上で通信を開始する。時間ポイントｔ3より前に、マスタデバイス７０２は
、無認可チャネル７１０のためのリソース割振り９７２（たとえば、ＬＢＴ無線フレーム
４１５のためのサブフレーム割振り）をサブフレーム９６８中でスレーブデバイス７０６
－ａに送信し得る。リソース割振り９７２を受信すると、スレーブデバイス７０６－ａは
、送信スロットを取得するためにＩＣＣＡプロシージャとＥＣＣＡプロシージャとを実行
し得る。この例では、スレーブデバイス７０６－ａは、上記で説明されたように、ＩＣＣ
Ａプロシージャ９３２とＥＣＣＡプロシージャ９３６とを実行し、したがって、時間ポイ
ントｔ23において送信スロットを取得する。さらに、ｔ23において、スレーブデバイス７
０６－ａは、無認可チャネル７１０上で送信スロットが取得されたことを示すために、チ
ャネル７１２上のサブフレーム９６８中で送信スロット指示９７６をマスタデバイス７０
２に送り得る。送信スロット指示９７６を受信すると、マスタデバイス７０２は、無認可
チャネル７１０上でサブフレーム９３８をスレーブデバイス７０６－ａに送信し始め得る
。
【００７６】
　[0095]図１０は、マスタデバイスとスレーブデバイスとがＣｏＭＰプロシージャに従っ
て通信することを示す図１０００である。例示的なマスタデバイス７０２、７０４と例示
的なスレーブデバイス７０６－ａとは互いに関連付けられる。マスタデバイス７０２は、
ＩＣＣＡプロシージャ１０２２とＥＣＣＡプロシージャ１０２４とを実行し得、無認可チ
ャネル７１０上でリソース割振り１０２６をスレーブデバイス７０６－ａに送信し得る。
スレーブデバイス７０６－ａは、ＥＣＣＡプロシージャ１０３４を実行し得、マスタデバ
イス７０２および／またはマスタデバイス７０４とサブフレーム１０３８を通信し得る。
【００７７】
　[0096]より詳細には、ｔ1において、マスタデバイス７０２は、スレーブデバイス７０
６－ａがＣｏＭＰプロシージャに従って無認可チャネル７１０上でマスタデバイス７０４
と通信するためのリソース割振りを、無認可チャネル７１０上で送信することを決定する
。この例では、マスタデバイス７０２は、それが無認可チャネル７１０上でアイドルであ
ると決定する。すなわち、マスタデバイス７０２は、無認可チャネル７１０上で信号をア
クティブに送信または受信していない。したがって、マスタデバイス７０２は、送信スロ
ットを取得するためにＩＣＣＡプロシージャ１０２２を実行することを決定する。他の場
合、マスタデバイス７０２は、送信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージャを実
行することを決定し得る。追加または代替として、マスタデバイス７０２は、送信スロッ
トを取得するためにＩＣＣＡプロシージャを使用する前に、マスタデバイス７０２ならび
にマスタデバイス７０２に関連付けられたデバイス、すなわち、マスタデバイス７０４お
よびスレーブデバイス７０６－ａ、のうちのいずれも無認可チャネル７１０上でアクティ
ブでないと決定し得る。言い換えれば、マスタデバイス７０２、マスタデバイス７０４、
またはスレーブデバイス７０６－ａのうちのいずれかがアクティブである場合、マスタデ
バイス７０２は、送信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージャを実行することを



(25) JP 6386197 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

決定し得る。
【００７８】
　[0097]この例では、ＡＰ９１２とＳＴＡ９１６との間で送信されるパケット１０１２の
送信期間がＩＣＣＡプロシージャ１０２２の時間期間と重複するので、マスタデバイス７
０２は、ＩＣＣＡプロシージャ１０２２中に無認可チャネル７１０が占有されると決定す
る。その後、時間ポイントｔ4において、マスタデバイス７０２は、送信スロットを取得
するためにＥＣＣＡプロシージャ１０２４を実行する。送信スロットを取得すると、ｔ7

からｔ8まで、マスタデバイス７０２は、無認可チャネル７１０上でリソース割振り１０
２６をスレーブデバイス７０６－ａに送信する。マスタデバイス７０２は、マスタデバイ
ス７０４が、ＣｏＭＰプロシージャに従ってスレーブデバイス７０６－ａと通信し得るよ
うに、バックホールリンク７８０を通してリソース割振り１０２６に関する情報をマスタ
デバイス７０４に送信し得る。
【００７９】
　[0098]リソース割振り１０２６は、スレーブデバイス７０６－ａに、リソース割振り１
０２６を受信した後直ちにまたは特定の時間ポイントにおいてマスタデバイス７０４にデ
ータを送信することを示し得る。送信時間ポイントにおいて、スレーブデバイス７０６－
ａは、スレーブデバイス７０６－ａおよび関連付けられたデバイス（すなわち、マスタデ
バイス７０２およびマスタデバイス７０４）のうちのいずれかが、無認可チャネル７１０
上でアクティブであるかどうか、または所定の時間期間（たとえば、１つ、３つ、または
５つの観測スロット）内でアクティブであったかどうかを決定し得る。それらのデバイス
のうちの１つがアクティブであるかまたは所定の時間期間に関してアクティブであったと
き、スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０へのアクセスを取得するため
にＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得る。この例では、リソース割振り１０
２６に基づいて、スレーブデバイス７０６－ａは、リソース割振り１０２６の受信の直後
にマスタデバイス７０２にデータを送信することを決定する。スレーブデバイス７０６－
ａは、関連付けられたマスタデバイス７０２が時間ポイントｔ8においてアクティブであ
ったとさらに決定し、したがって、無認可チャネル７１０上の送信スロットを取得するた
めにＥＣＣＡプロシージャ１０３４を実行する。ＥＣＣＡプロシージャ１０３４の時間期
間は、ＡＰ９１２とＳＴＡ９１６との間で送信されるパケット１０１４の送信時間期間と
重複し得る。ＥＣＣＡプロシージャ１０３４を通して、スレーブデバイス７０６－ａは、
時間ポイントｔ12において送信スロットを取得する。したがって、時間ポイントｔ12にお
いて、スレーブデバイス７０６－ａは、リソース割振り１０２６に従って無認可チャネル
７１０上でサブフレーム１０３８をマスタデバイス７０４に通信する。
【００８０】
　[0099]別の構成では、リソース割振り１０２６は、同様に、スレーブデバイス７０６－
ａが無認可チャネル７１０上でマスタデバイス７０２と通信するためのものであり得る。
特に、この例では、リソース割振り１０２６は、マスタデバイス７０２、７０４が、ＵＬ
サブフレームを同時に受信するためにＣｏＭＰのジョイント受信プロシージャ（joint re
ception procedure）を使用することと、ＤＬサブフレームをスレーブデバイス７０６－
ａに同時に送信するためにジョイント送信プロシージャ（joint transmission procedure
）を使用することとを可能にし得る。
【００８１】
　[00100]図１１は、マスタデバイスとスレーブデバイスとがＣｏＭＰプロシージャに従
って通信することを示す別の図１１００である。例示的なマスタデバイス７０２、７０４
と例示的なスレーブデバイス７０６－ａとは互いに関連付けられる。マスタデバイス７０
２は、チャネル７１２上でスレーブデバイス７０６－ａと、リソース割振り１１７２を含
むサブフレーム１１６８を通信し得る。チャネル７１２は、認可チャネルまたは無認可チ
ャネルのいずれかであり得る。マスタデバイス７０４は、無認可チャネル７１０上でＩＣ
ＣＡプロシージャ１１４２とＥＣＣＡプロシージャ１１４４とを実行し得、信号１１４６
を送信し得る。スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０上でＩＣＣＡプロ
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シージャ１１３２と、ＩＣＣＡプロシージャ１１５２と、ＥＣＣＡプロシージャ１１５４
とを実行し得る。スレーブデバイス７０６－ａは、ＣｏＭＰプロシージャに従って無認可
チャネル７１０上でマスタデバイス７０２、７０４とサブフレーム１１３８およびサブフ
レーム１１５８を通信し得る。
【００８２】
　[00101]一態様では、チャネル７１２は認可チャネルである。より詳細には、時間ポイ
ントｔ1において、マスタデバイス７０２は、スレーブデバイス７０６－ａと認可チャネ
ル７１２上でサブフレーム１１６８を通信する。サブフレーム１１６８は、スレーブデバ
イス７０６－ａがＣｏＭＰプロシージャに従って無認可チャネル７１０上でマスタデバイ
ス７０４と通信するためのリソース割振り１１７２を含む。マスタデバイス７０２は、マ
スタデバイス７０４が、ＣｏＭＰプロシージャに従ってスレーブデバイス７０６－ａと通
信し得るように、バックホールリンク７８０を通してリソース割振り１１７２に関する情
報をマスタデバイス７０４に送信し得る。情報は、マスタデバイス７０４に、リソース割
振り１１７２に従うマスタデバイス７０４とスレーブデバイス７０６－ａとの間のデータ
通信より前におよびそれの使用のために、無認可チャネル７１０を予約するように命令す
る指示を含み得る。マスタデバイス７０４が無認可チャネル７１０を予約することになる
ので、リソース割振り１１７２は、スレーブデバイス７０６－ａに、無認可チャネル７１
０へのアクセスを取得するためにＩＣＣＡプロシージャを実行するように命令する指示を
も含み得る。
【００８３】
　[00102]リソース割振り１１７２に関する情報を受信し、それに応じて、無認可チャネ
ル７１０上でスレーブデバイス７０６－ａからＵＬ送信を受信すべき予想される時間ポイ
ントを決定すると、マスタデバイス７０４は、リソース割振り１１７２に従って、予想さ
れる通信のために無認可チャネル７１０を予約し得る。詳細には、この例では、マスタデ
バイス７０４は、時間ポイントｔ4において、それが無認可チャネル７１０上でアイドル
であると決定する。したがって、マスタデバイス７０４は、送信スロットを取得するため
にプロシージャのためのＩＣＣＡプロシージャ１１４２を実行することを決定する。他の
場合、マスタデバイス７０４は、送信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージャを
実行することを決定し得る。追加または代替として、マスタデバイス７０４は、送信スロ
ットを取得するためにＩＣＣＡプロシージャを使用する前に、マスタデバイス７０４なら
びにマスタデバイス７０４に関連付けられたデバイス、すなわち、マスタデバイス７０２
およびスレーブデバイス７０６－ａ、のうちのいずれかが無認可チャネル７１０上でアク
ティブであるかどうかを決定し得る。マスタデバイス７０２、マスタデバイス７０４、ま
たはスレーブデバイス７０６－ａのうちのいずれかがアクティブである場合、マスタデバ
イス７０４は、送信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージャを実行することを決
定し得る。
【００８４】
　[00103]この例では、ＡＰ９１２とＳＴＡ９１６との間で送信されるパケット１１１２
の送信期間がＩＣＣＡプロシージャ１１４２の時間期間と重複するので、マスタデバイス
７０４は、ＩＣＣＡプロシージャ１１４２中に無認可チャネル７１０が占有されると決定
する。その後、時間ポイントｔ6において、マスタデバイス７０２は、送信スロットを取
得するためにＥＣＣＡプロシージャ１１４４を実行する。送信スロットを取得すると、時
間ポイントｔ8から、マスタデバイス７０２は、スレーブデバイス７０６－ａがリソース
割振り１１７２に従って送信すべき予想されるＵＬ送信時間（すなわち、時間ポイントｔ

10）までチャネルを占有するために、無認可チャネル７１０上で信号１１４６を送信し得
る。
【００８５】
　[00104]スレーブデバイス７０６－ａは、マスタデバイス７０２から認可チャネル７１
２上で送信されたサブフレーム１１６８からのリソース割振り１１７２を受信する。スレ
ーブデバイス７０６－ａはまた、リソース割振り１１７２が、チャネルアクセスを取得す
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るためにＩＣＣＡプロシージャを実行するようにとの指示を含むと決定する。したがって
、リソース割振り１１７２に基づいて、スレーブデバイス７０６－ａは、時間ポイントｔ

10において、チャネルアクセスを取得するためにＩＣＣＡプロシージャ１１３２を実行す
ることを決定する。ＩＣＣＡプロシージャ１１３２を通して送信スロットを取得すると、
時間ポイントｔ12において、スレーブデバイス７０６－ａは、リソース割振り１１７２に
従って無認可チャネル７１０上でサブフレーム１１３８をマスタデバイス７０４に送信す
る。
【００８６】
　[00105]いくつかの構成では、マスタデバイス７０２は、さらに、無認可チャネル７１
０上でのマスタデバイス７０４および関連付けられたデバイス（すなわち、スレーブデバ
イス７０６－ａ）の総チャネル占有時間（すなわち、時間ポイントｔ4から時間ポイント
ｔ18まで）に基づいて、ＩＣＣＡプロシージャの指示をマスタデバイス７０２のリソース
割振り１１７２に含めるべきかどうかを決定し得る。マスタデバイス７０２は、チャネル
占有時間の長さを決定または推定し得る。長さが、事前構成された最大チャネル占有持続
時間（たとえば、１０ｍｓ）以下である場合、マスタデバイス７０２は、ＩＣＣＡプロシ
ージャの指示をリソース割振り１１７２に含めることを決定し得る。長さが最大チャネル
占有持続時間よりも大きい場合、マスタデバイス７０２は、ＥＣＣＡプロシージャの指示
をリソース割振り１１７２に含めることを決定し得る。したがって、ＩＣＣＡプロシージ
ャ１１３２を実行する代わりに、スレーブデバイス７０６－ａは、送信スロットを取得す
るためにＥＣＣＡプロシージャを実行し得る。
【００８７】
　[00106]いくつかの構成では、リソース割振り１１７２は、同様に、スレーブデバイス
７０６－ａが無認可チャネル７１０上でマスタデバイス７０２と通信するためのものであ
り得る。特に、この例では、リソース割振り１１７２は、マスタデバイス７０２、７０４
が、ＵＬサブフレームを同時に受信するためにＣｏＭＰのジョイント受信プロシージャを
使用することと、ＤＬサブフレームをスレーブデバイス７０６－ａに同時に送信するため
にジョイント送信プロシージャを使用することとを可能にし得る。
【００８８】
　[00107]いくつかの構成では、リソース割振り１１７２はまた、サブフレーム１１３８
の通信の後にマスタデバイス７０２（または別のマスタデバイス）と通信するための、ス
レーブデバイス７０６－ａの協調スケジューリングのためのものであり得る。マスタデバ
イス７０２は、この通信のために無認可チャネル７１０を予約しない（または、予約する
ように別のマスタデバイスに命令しない）ことがある。したがって、マスタデバイス７０
２は、スレーブデバイス７０６－ａに、この後続の通信のための送信スロットを取得する
ためにＩＣＣＡプロシージャまたはＥＣＣＡプロシージャを実行するように命令する指示
をリソース割振り１１７２に含めない。リソース割振り１１７２に基づいて、スレーブデ
バイス７０６－ａは、時間ポイントｔ24において無認可チャネル７１０へのアクセスを取
得することを決定し得る。特に、スレーブデバイス７０６－ａは、スレーブデバイス７０
６－ａならびにスレーブデバイス７０６－ａに関連付けられたデバイス、すなわち、マス
タデバイス７０２およびマスタデバイス７０４、のうちのいずれかが、無認可チャネル７
１０上でアクティブであるかどうか、または所定の時間期間内にアクティブであったかど
うかを決定し得る。マスタデバイス７０２、マスタデバイス７０４、またはスレーブデバ
イス７０６－ａのうちのいずれかがアクティブである場合、マスタデバイス７０４は、送
信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得る。この例
では、ＡＰ９１２とＳＴＡ９１６との間で送信されるパケット１１１４の送信期間がＩＣ
ＣＡプロシージャ１１５２の時間期間と重複するので、スレーブデバイス７０６－ａは、
ＩＣＣＡプロシージャ１１５２中に無認可チャネル７１０が占有されると決定する。その
後、時間ポイントｔ26において、スレーブデバイス７０６－ａは、送信スロットを取得す
るためにＥＣＣＡプロシージャ１１５４を実行する。送信スロットを取得すると、マスタ
デバイス７０２は、時間ポイントｔ28において、無認可チャネル７１０上でサブフレーム
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１１５８をマスタデバイス７０２（または別のマスタデバイス）に送信し得る。
【００８９】
　[00108]別の態様では、チャネル７１２は、無認可チャネル７１０とは異なる無認可チ
ャネルである。スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０のためのリソース
割振りがスレーブデバイス７０６－ａに、無認可チャネル７１０（すなわち、同じ無認可
キャリア）上で送信されたのか、無認可チャネル７１２（すなわち、異なる無認可キャリ
ア）上で送信されたのかに基づいて、無認可チャネル７１０上で使用されるべきＣＣＡプ
ロシージャのタイプを決定し得る。たとえば、上記で説明されたように、リソース割振り
１０２６が無認可チャネル７１０上で送信されたとき、スレーブデバイス７０６－ａは、
無認可チャネル７１０へのアクセスを取得するためにＥＣＣＡプロシージャ１０３４を実
行することを決定し得る。無認可チャネル７１０のためのリソース割振り１１７２が、認
可チャネルに関して上記で説明されたことと同様に、無認可チャネル７１２上で送信され
たとき、スレーブデバイス７０６－ａは、前の構成情報、リソース割振り１１７２中の指
示に基づいて、あるいは無認可チャネル７１２上でのスレーブデバイス７０６－ａまたは
マスタデバイス７０２による送信アクティビティに基づいて、ＩＣＣＡプロシージャ、単
純なＣＣＡプロシージャ、またはＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得る。
【００９０】
　[00109]図１２は、スレーブデバイス（たとえば、スレーブデバイス７０６－ａ、７０
６－ｂ、７０６－ｃ、装置１４０２／１４０２’）を動作させる方法（プロセス）のフロ
ーチャート１２００である。スレーブデバイスは、第１のマスタデバイスと第２のマスタ
デバイスとに関連付けられ得る。
【００９１】
　[00110]１２０２において、スレーブデバイスは、第１のマスタデバイスから、第２の
マスタデバイスと通信するためのリソース割振りを受信する。たとえば、図１１を参照す
ると、マスタデバイス７０２は、チャネル７１２上でスレーブデバイス７０６－ａと、リ
ソース割振り１１７２を含むサブフレーム１１６８を通信し得る。チャネル７１２は、認
可チャネルまたは無認可チャネルのいずれかであり得る。
【００９２】
　[00111]１２０４において、スレーブデバイスは、無認可チャネル上で第２のマスタデ
バイスと通信する前に実行すべきＣＣＡプロシージャのタイプを決定する。たとえば、図
１１を参照すると、スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０のためのリソ
ース割振りがスレーブデバイス７０６－ａに、無認可チャネル７１０（すなわち、同じ無
認可キャリア）上で送信されたのか、無認可チャネル７１２（すなわち、異なる無認可キ
ャリア）上で送信されたのかに基づいて、無認可チャネル７１０上で使用されるべきＣＣ
Ａプロシージャのタイプを決定し得る。たとえば、上記で説明されたように、リソース割
振り１０２６が無認可チャネル７１０上で送信されたとき、スレーブデバイス７０６－ａ
は、無認可チャネル７１０へのアクセスを取得するためにＥＣＣＡプロシージャ１０３４
を実行することを決定し得る。無認可チャネル７１０のためのリソース割振り１１７２が
、認可チャネルに関して上記で説明されたことと同様に、無認可チャネル７１２上で送信
されたとき、スレーブデバイス７０６－ａは、前の構成情報、リソース割振り１１７２中
の指示に基づいて、あるいは無認可チャネル７１２上でのスレーブデバイス７０６－ａま
たはマスタデバイス７０２による送信アクティビティに基づいて、ＩＣＣＡプロシージャ
、単純なＣＣＡプロシージャ、またはＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得る
。
【００９３】
　[00112]１２０６において、スレーブデバイスは、ＣＣＡプロシージャの決定されたタ
イプに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行する。ＣＣＡプロ
シージャは、ＩＣＣＡプロシージャまたはＥＣＣＡプロシージャのうちの１つであり得る
。たとえば、図１１を参照すると、上記で説明されたように、リソース割振り１０２６が
無認可チャネル７１０上で送信されたとき、スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャ



(29) JP 6386197 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

ネル７１０へのアクセスを取得するためにＥＣＣＡプロシージャ１０３４を実行すること
を決定し得る。無認可チャネル７１０のためのリソース割振り１１７２が、認可チャネル
に関して上記で説明されたことと同様に、無認可チャネル７１２上で送信されたとき、ス
レーブデバイス７０６－ａは、前の構成情報、リソース割振り１１７２中の指示に基づい
て、あるいは無認可チャネル７１２上でのスレーブデバイス７０６－ａまたはマスタデバ
イス７０２による送信アクティビティに基づいて、ＩＣＣＡプロシージャ、単純なＣＣＡ
プロシージャ、またはＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得る。
【００９４】
　[00113]１２０８において、スレーブデバイスは、送信機会が取得されたとき、無認可
チャネル上でリソース割振りに従って第２のマスタデバイスにデータを送信する。たとえ
ば、図１０を参照すると、リソース割振り１０２６は、スレーブデバイス７０６－ａに、
リソース割振り１０２６を受信した後直ちにまたは特定の時間ポイントにおいてマスタデ
バイス７０４にデータを送信することを示し得る。その送信時間ポイントにおいて、スレ
ーブデバイス７０６－ａは、スレーブデバイス７０６－ａおよび関連付けられたデバイス
（すなわち、マスタデバイス７０２およびマスタデバイス７０４）のうちのいずれかが、
無認可チャネル７１０上でアクティブであるかどうか、または所定の時間期間（たとえば
、１つ、３つ、または５つの観測スロット）内でアクティブであったかどうかを決定し得
る。それらのデバイスのうちの１つがアクティブであるかまたは所定の時間期間に関して
アクティブであったとき、スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０へのア
クセスを取得するためにＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得る。この例では
、リソース割振り１０２６に基づいて、スレーブデバイス７０６－ａは、リソース割振り
１０２６の受信の直後にマスタデバイス７０２にデータを送信することを決定する。スレ
ーブデバイス７０６－ａは、関連付けられたマスタデバイス７０２が時間ポイントｔ8に
おいてアクティブであったとさらに決定し、したがって、無認可チャネル７１０上の送信
スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージャ１０３４を実行する。ＥＣＣＡプロシー
ジャ１０３４の時間期間は、ＡＰ９１２とＳＴＡ９１６との間で送信されるパケット１０
１４の送信時間期間と重複し得る。ＥＣＣＡプロシージャ１０３４を通して、スレーブデ
バイス７０６－ａは、時間ポイントｔ12において送信スロットを取得する。したがって、
時間ポイントｔ12において、スレーブデバイス７０６－ａは、リソース割振り１０２６に
従って無認可チャネル７１０上でサブフレーム１０３８をマスタデバイス７０４に通信す
る。
【００９５】
　[00114]図１３は、例示的な装置１３０２中の異なる手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図１３００である。本装置はＵＥであり得る。本装置は、第１の
マスタデバイス１３５０からリソース割振り１３０５を受信する受信構成要素１３０４を
含む。本装置は、受信構成要素１３０４から受信されたリソース割振り１３１５に関連す
る情報に基づいて、無認可チャネル上で第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべき
ＣＣＡプロシージャのタイプ（たとえば、ＩＣＣＡまたはＥＣＣＡ）を決定する決定構成
要素１３０６をも含む。本装置は、決定構成要素１３０６から受信された情報に基づいて
、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャ１３３５を実行するＣＣＡ実行構成要素
１３０８をさらに含む。本装置は、送信機会１３４５を使用して第２のマスタデバイス１
３６０にデータ１３５５を送信する送信構成要素１３１０をさらに含む。
【００９６】
　[00115]本装置は、図１２の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々
を実行する追加の構成要素を含み得る。したがって、図１２の上述のフローチャート中の
各ブロックは、１つの構成要素によって実行され得、本装置は、それらの構成要素のうち
の１つまたは複数を含み得る。構成要素は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うよ
うに特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセ
ス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセ
ッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らか
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の組合せであり得る。
【００９７】
　[00116]図１４は、処理システム１４１４を採用する装置１３０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１４００である。処理システム１４１４は、バス１４２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１４２４は、処
理システム１４１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１４２４は、プロセッサ１４０４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と、構成要素１３０
４、１３０６、１３０８、１３１０と、コンピュータ可読媒体／メモリ１４０６とを含む
様々な回路を一緒にリンクする。バス１４２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電
圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は
当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明されない。
【００９８】
　[00117]処理システム１４１４はトランシーバ１４１０に結合され得る。トランシーバ
１４１０は１つまたは複数のアンテナ１４２０に結合される。トランシーバ１４１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１４１０
は、１つまたは複数のアンテナ１４２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム１４１４、特に受信構成要素１３０４に与える。さ
らに、トランシーバ１４１０は、処理システム１４１４、特に送信構成要素１３１０から
情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１４２０に適用さ
れるべき信号を生成する。処理システム１４１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１４
０６に結合されたプロセッサ１４０４を含む。プロセッサ１４０４は、コンピュータ可読
媒体／メモリ１４０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。
ソフトウェアは、プロセッサ１４０４によって実行されたとき、処理システム１４１４に
、任意の特定の装置のための上記で説明された様々な機能を実行させる。コンピュータ可
読媒体／メモリ１４０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１４０４によ
って操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システム１４１４は、構成要
素１３０４、１３０６、１３０８、１３１０のうちの少なくとも１つをさらに含む。それ
らの構成要素は、プロセッサ１４０４中で動作し、コンピュータ可読媒体／メモリ１４０
６中に存在する／記憶されたソフトウェア構成要素であるか、プロセッサ１４０４に結合
された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、またはそれらの何らかの組合せ
であり得る。処理システム１４１４は、ＵＥ３５０の構成要素であり得、メモリ３６０、
および／または、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プ
ロセッサ３５９とのうちの少なくとも１つ、を含み得る。
【００９９】
　[00118]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１３０２／１３０２’は、第１のマ
スタデバイスから、第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りを受信するた
めの手段を含む。一態様では、リソース割振りは、無認可チャネルまたは認可チャネルの
うちの少なくとも１つ上で受信される。別の構成では、ワイヤレス通信のための装置１３
０２／１３０２’は、無認可チャネル上で第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべ
きＣＣＡプロシージャのタイプを決定するための手段を含む。一態様では、決定するため
の手段は、リソース割振り中に含まれるインジケータ、リソース割振りを受信するより前
に第１のマスタデバイスによって与えられる構成情報、スレーブデバイスによって送信す
ることのために、無認可チャネルを第１のマスタデバイスが予約したのか第２のマスタデ
バイスが予約したのか、リソース割振りが無認可チャネル上で受信されたのか別のチャネ
ル上で受信されたのか、またはリソース割振りが無認可チャネル上で受信されたのか認可
チャネル上で受信されたのか、のうちの少なくとも１つに基づいて、実行すべきＣＣＡプ
ロシージャのタイプを決定するように構成される。たとえば、別のチャネルは、異なる無
認可チャネル、同じ無認可チャネル、または認可チャネルを含み得る。さらなる構成では
、ワイヤレス通信のための装置１３０２／１３０２’は、決定することに基づいて、送信
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機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行するための手段を含み、ＣＣＡプロシー
ジャは、ＩＣＣＡプロシージャまたはＥＣＣＡプロシージャのうちの１つである。また別
の構成では、ワイヤレス通信のための装置１３０２／１３０２’は、送信機会が取得され
たとき、無認可チャネル上でリソース割振りに従って第２のマスタデバイスにデータを送
信するための手段を含む。一態様では、リソース割振りは、さらに、第１のマスタデバイ
スと通信するためのものである。さらなる態様では、送信するための手段は、リソース割
振りに従って第１のマスタデバイスにデータを送信するように構成される。別の態様では
、送信するための手段は、リソース割振りに従って第１のマスタデバイスに他のデータを
送信するように構成される。たとえば、他のデータは、制御データおよび／またはユーザ
データを含み得る。また別の態様では、スレーブデバイスはユーザ機器である。さらなる
態様では、第１のマスタデバイスは、第１のマクロｅＮＢ、第１のＲＲＨ、または第１の
フェムトセルを含む。さらなる態様では、第２のマスタデバイスは、第２のｅＮＢ、第２
のＲＲＨ、または第２のフェムトセルのうちの１つを含む。上述の手段は、上述の手段に
よって具陳された機能を実行するように構成された、装置１３０２、および／または装置
１３０２’の処理システム１４１４の上述の構成要素のうちの１つまたは複数であり得る
。上記で説明されたように、処理システム１４１４は、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプ
ロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９とを含み得る。したがって、一構成
では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された、
ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９と
であり得る。
【０１００】
　[00119]開示されたプロセス／フローチャート中のブロックの特定の順序または階層は
、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計選好に基づいて、プロセス／フロ
ーチャート中のブロックの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。
さらに、いくつかのブロックは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレ
ームは、様々なブロックの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の
順序または階層に限定されるものではない。
【０１０１】
　[00120]図１５は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１５００である。本方法は
、ｅＮＢ（たとえば、マスタデバイス７０２、装置１５０２／１５０２’）によって実行
され得る。破線で示される動作が、本開示の様々な態様のための随意の動作を表すことを
理解されたい。
【０１０２】
　[00121]１５０２において、ｅＮＢはリソース割振りをスレーブデバイスに送信する。
たとえば、図１１を参照すると、マスタデバイス７０２は、チャネル７１２上でスレーブ
デバイス７０６－ａと、リソース割振り１１７２を含むサブフレーム１１６８を通信し得
る。チャネル７１２は、認可チャネルまたは無認可チャネルのいずれかであり得る。
【０１０３】
　[00122]１５０４において、ｅＮＢは、バックホールリンク上でリソース割振りの情報
を第２のマスタデバイスに送信する。たとえば、図１１を参照すると、マスタデバイス７
０２は、マスタデバイス７０４が、ＣｏＭＰプロシージャに従ってスレーブデバイス７０
６－ａと通信し得るように、バックホールリンク７８０を通してリソース割振り１１７２
に関する情報をマスタデバイス７０４に送信し得る。情報は、マスタデバイス７０４に、
リソース割振り１１７２に従うマスタデバイス７０４とスレーブデバイス７０６－ａとの
間のデータ通信より前におよびそれの使用のために、無認可チャネル７１０を予約するよ
うに命令する指示を含み得る。マスタデバイス７０４が無認可チャネル７１０を予約する
ことになるので、リソース割振り１１７２は、スレーブデバイス７０６－ａに、無認可チ
ャネル７１０へのアクセスを取得するためにＩＣＣＡプロシージャを実行するように命令
する指示をも含み得る。
【０１０４】
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　[00123]１５０６において、ｅＮＢは、スレーブデバイスにＣＣＡタイプおよびＣＣＡ
パラメータを示す。たとえば、図１１で、スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネ
ル７１０上でＩＣＣＡプロシージャ１１３２と、ＩＣＣＡプロシージャ１１５２と、ＥＣ
ＣＡプロシージャ１１５４とを実行し得る。ｅＮＢは、延期期間、ＥＣＡカウンタ値など
、他の構成パラメータをも示し得る。
【０１０５】
　[00124]１５０８において、ｅＮＢは、リソース割振りを送信するより前の通信中で構
成情報を与える。たとえば、図１１を参照すると、無認可チャネル７１０のためのリソー
ス割振り１１７２が、認可チャネルに関して上記で説明されたことと同様に、無認可チャ
ネル７１２上で送信されたとき、スレーブデバイス７０６－ａは、前の構成情報、リソー
ス割振り１１７２中の指示に基づいて、あるいは無認可チャネル７１２上でのスレーブデ
バイス７０６－ａまたはマスタデバイス７０２による送信アクティビティに基づいて、Ｉ
ＣＣＡプロシージャ、単純なＣＣＡプロシージャ、またはＥＣＣＡプロシージャを実行す
ることを決定し得る。
【０１０６】
　[00125]１５１０において、ｅＮＢは、リソース割振り中にインジケータを設定する。
たとえば、図１１を参照すると、無認可チャネル７１０のためのリソース割振り１１７２
が、認可チャネルに関して上記で説明されたことと同様に、無認可チャネル７１２上で送
信されたとき、スレーブデバイス７０６－ａは、前の構成情報、リソース割振り１１７２
中の指示に基づいて、あるいは無認可チャネル７１２上でのスレーブデバイス７０６－ａ
またはマスタデバイス７０２による送信アクティビティに基づいて、ＩＣＣＡプロシージ
ャ、単純なＣＣＡプロシージャ、またはＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得
る。マスタデバイス７０２は、さらに、無認可チャネル７１０上でのマスタデバイス７０
４および関連付けられたデバイス（すなわち、スレーブデバイス７０６－ａ）の総チャネ
ル占有時間（すなわち、時間ポイントｔ4から時間ポイントｔ18まで）に基づいて、ＩＣ
ＣＡプロシージャの指示をマスタデバイス７０２のリソース割振り１１７２に含めるべき
かどうかを決定し得る。マスタデバイス７０２は、チャネル占有時間の長さを決定または
推定し得る。長さが、事前構成された最大チャネル占有持続時間（たとえば、１０ｍｓ）
以下である場合、マスタデバイス７０２は、ＩＣＣＡプロシージャの指示をリソース割振
り１１７２に含めることを決定し得る。長さが最大チャネル占有持続時間よりも大きい場
合、マスタデバイス７０２は、ＥＣＣＡプロシージャの指示をリソース割振り１１７２に
含めることを決定し得る。したがって、ＩＣＣＡプロシージャ１１３２を実行する代わり
に、スレーブデバイス７０６－ａは、送信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージ
ャを実行し得る。
【０１０７】
　[00126]１５１２において、ｅＮＢは、あるタイプのチャネル上でリソース割振りを送
信する。たとえば、図１１を参照すると、マスタデバイス７０２は、チャネル７１２上で
スレーブデバイス７０６－ａと、リソース割振り１１７２を含むサブフレーム１１６８を
通信し得る。チャネル７１２は、認可チャネルまたは無認可チャネルのいずれかであり得
る。
【０１０８】
　[00127]１５１４において、ｅＮＢは、選択されたチャネル上でリソース割振りを送信
し得る。たとえば、図１１を参照すると、マスタデバイス７０２は、チャネル７１２上で
スレーブデバイス７０６－ａと、リソース割振り１１７２を含むサブフレーム１１６８を
通信し得る。チャネル７１２は、認可チャネルまたは無認可チャネルのいずれかであり得
る。
【０１０９】
　[00128]１５１６において、ｅＮＢは、データの受信より前に、第１のマスタデバイス
、第２のマスタデバイス、およびスレーブデバイスのうちの少なくとも１つが無認可チャ
ネル上でアクティブであると決定する。たとえば、図１１を参照すると、マスタデバイス



(33) JP 6386197 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

７０２は、送信スロットを取得するためにＩＣＣＡプロシージャを使用する前に、マスタ
デバイス７０２ならびにマスタデバイス７０２に関連付けられたデバイス、すなわち、マ
スタデバイス７０４およびスレーブデバイス７０６－ａ、のうちのいずれも無認可チャネ
ル７１０上でアクティブでないと決定し得る。言い換えれば、マスタデバイス７０２、マ
スタデバイス７０４、またはスレーブデバイス７０６－ａのうちのいずれかがアクティブ
である場合、マスタデバイス７０２は、送信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシー
ジャを実行することを決定し得る。
【０１１０】
　[00129]図１６は、例示的な装置１６０２中の異なる手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図１６００である。本装置はｅＮＢであり得る。本装置は、スレ
ーブデバイス１６５０およびマスタｅＮＢ１６６０からデータ送信１６０５、１６１５を
受信する受信構成要素１６０４を含む。さらに、本装置は、スレーブデバイス１６５０に
ＣＣＡタイプおよびＣＣＡパラメータ１６２５を示す指示構成要素１６０６を含む。本装
置は、ＣＣＡタイプ、ＣＣＡパラメータ、およびリソース割振り１６３５をスレーブデバ
イス１６５０に送信する送信構成要素１６０８をさらに含む。さらに、送信構成要素１６
０８は、リソース割振りに関係する情報１６４５をマスタデバイス１６６０に送信する。
【０１１１】
　[00130]本装置は、図１５の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々
を実行する追加の構成要素を含み得る。したがって、図１５の上述のフローチャート中の
各ブロックは、１つの構成要素によって実行され得、本装置は、それらの構成要素のうち
の１つまたは複数を含み得る。構成要素は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うよ
うに特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセ
ス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセ
ッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らか
の組合せであり得る。
【０１１２】
　[00131]図１７は、処理システム１７１４を採用する装置１６０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１７００である。処理システム１７１４は、バス１７２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１７２４は、処
理システム１７１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１７２４は、プロセッサ１７０４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と、構成要素１６０
４、１６０６、１６０８と、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６とを含む様々な回路
を一緒にリンクする。バス１７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、
および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野
においてよく知られており、したがって、これ以上説明されない。
【０１１３】
　[00132]処理システム１７１４はトランシーバ１７１０に結合され得る。トランシーバ
１７１０は１つまたは複数のアンテナ１７２０に結合される。トランシーバ１７１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１７１０
は、１つまたは複数のアンテナ１７２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム１７１４、特に受信構成要素１６０４に与える。さ
らに、トランシーバ１７１０は、処理システム１７１４、特に送信構成要素１６０６から
情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１７２０に適用さ
れるべき信号を生成する。処理システム１７１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１７
０６に結合されたプロセッサ１７０４を含む。プロセッサ１７０４は、コンピュータ可読
媒体／メモリ１７０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。
ソフトウェアは、プロセッサ１７０４によって実行されたとき、処理システム１７１４に
、任意の特定の装置のための上記で説明された様々な機能を実行させる。コンピュータ可
読媒体／メモリ１７０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１７０４によ
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って操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システム１７１４は、構成要
素１６０４、１６０６、１６０８のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらの構成要
素は、プロセッサ１７０４中で動作し、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６中に存在
する／記憶されたソフトウェア構成要素であるか、プロセッサ１７０４に結合された１つ
または複数のハードウェア構成要素であるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る
。処理システム１７１４は、ｅＮＢ３１０の構成要素であり得、メモリ３７６、および／
または、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセッサ
３７５とのうちの少なくとも１つ、を含み得る。
【０１１４】
　[00133]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１６０２／１６０２’は、第２のマ
スタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信するための手段
を含む。別の構成では、ワイヤレス通信のための装置１６０２／１６０２’は、バックホ
ールリンク上でリソース割振りの情報を第２のマスタデバイスに送信するための手段を含
む。さらなる構成では、ワイヤレス通信のための装置１６０２／１６０２’は、スレーブ
デバイスにＣＣＡタイプおよびＣＣＡパラメータを示すための手段を含む。一態様では、
示すための手段は、リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えるように
構成される。別の態様では、示すための手段は、リソース割振り中にインジケータを設定
するように構成される。さらなる態様では、示すための手段は、あるタイプのチャネル上
でリソース割振りを送信するように構成される。また別の態様では、示すための手段は、
選択されたチャネル上でリソース割振りを送信するように構成される。一態様では、スレ
ーブデバイスはユーザ機器である。さらなる態様では、第１のマスタデバイスは、第１の
マクロｅＮＢ、第１の無線ＲＲＨ、または第１のフェムトセルを含む。別の態様では、第
２のマスタデバイスは、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセルのうち
の１つを含む。
【０１１５】
　[00134]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置１６０２、および／または装置１６０２’の処理システム１７１４の上述の構成
要素のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明されたように、処理システム１７１
４は、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセッサ３
７５とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れた機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０
と、コントローラ／プロセッサ３７５とであり得る。
【０１１６】
　[00135]図１８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１８００である。本方法は
、ｅＮＢ（たとえば、マスタデバイス７０４、装置１５０２／１５０２’）によって実行
され得る。破線で示される動作が、本開示の様々な態様のための随意の動作を表すことを
理解されたい。
【０１１７】
　[00136]１８０２において、ｅＮＢは、第２のマスタデバイスから、バックホールリン
ク上で第１のマスタデバイスへのリソース割振りの情報を受信する。たとえば、図１１を
参照すると、マスタデバイス７０２は、マスタデバイス７０４が、ＣｏＭＰプロシージャ
に従ってスレーブデバイス７０６－ａと通信し得るように、バックホールリンク７８０を
通してリソース割振り１１７２に関する情報をマスタデバイス７０４に送信し得る。情報
は、マスタデバイス７０４に、リソース割振り１１７２に従うマスタデバイス７０４とス
レーブデバイス７０６－ａとの間のデータ通信より前におよびそれの使用のために、無認
可チャネル７１０を予約するように命令する指示を含み得る。マスタデバイス７０４が無
認可チャネル７１０を予約することになるので、リソース割振り１１７２は、スレーブデ
バイス７０６－ａに、無認可チャネル７１０へのアクセスを取得するためにＩＣＣＡプロ
シージャを実行するように命令する指示をも含み得る。
【０１１８】
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　[00137]１８０４において、ｅＮＢは、スレーブデバイスから無認可チャネル上でリソ
ース割振りに従ってデータを受信する。たとえば、図１０を参照すると、たとえば、図１
０を参照すると、リソース割振り１０２６は、スレーブデバイス７０６－ａに、リソース
割振り１０２６を受信した後直ちにまたは特定の時間ポイントにおいてマスタデバイス７
０４にデータを送信することを示し得る。送信時間ポイントにおいて、スレーブデバイス
７０６－ａは、スレーブデバイス７０６－ａおよび関連付けられたデバイス（すなわち、
マスタデバイス７０２およびマスタデバイス７０４）のうちのいずれかが、無認可チャネ
ル７１０上でアクティブであるかどうか、または所定の時間期間（たとえば、１つ、３つ
、または５つの観測スロット）内でアクティブであったかどうかを決定し得る。それらの
デバイスのうちの１つがアクティブであるかまたは所定の時間期間に関してアクティブで
あったとき、スレーブデバイス７０６－ａは、無認可チャネル７１０へのアクセスを取得
するためにＥＣＣＡプロシージャを実行することを決定し得る。この例では、リソース割
振り１０２６に基づいて、スレーブデバイス７０６－ａは、リソース割振り１０２６の受
信の直後にマスタデバイス７０２にデータを送信することを決定する。スレーブデバイス
７０６－ａは、関連付けられたマスタデバイス７０２が時間ポイントｔ8においてアクテ
ィブであったとさらに決定し、したがって、無認可チャネル７１０上の送信スロットを取
得するためにＥＣＣＡプロシージャ１０３４を実行する。ＥＣＣＡプロシージャ１０３４
の時間期間は、ＡＰ９１２とＳＴＡ９１６との間で送信されるパケット１０１４の送信時
間期間と重複し得る。ＥＣＣＡプロシージャ１０３４を通して、スレーブデバイス７０６
－ａは、時間ポイントｔ12において送信スロットを取得する。したがって、時間ポイント
ｔ12において、スレーブデバイス７０６－ａは、リソース割振り１０２６に従って無認可
チャネル７１０上でサブフレーム１０３８をマスタデバイス７０４に通信する。
【０１１９】
　[00138]１８０６において、ｅＮＢは、第１のマスタデバイスにおいて、データの受信
より前に無認可チャネル上で送信機会を取得するためにＩＣＣＡプロシージャまたはＥＣ
ＣＡプロシージャを実行する。たとえば、図１１を参照すると、ＡＰ９１２とＳＴＡ９１
６との間で送信されるパケット１１１２の送信期間がＩＣＣＡプロシージャ１１４２の時
間期間と重複するので、マスタデバイス７０４は、ＩＣＣＡプロシージャ１１４２中に無
認可チャネル７１０が占有されると決定する。その後、時間ポイントｔ6において、マス
タデバイス７０２は、送信スロットを取得するためにＥＣＣＡプロシージャ１１４４を実
行する。送信スロットを取得すると、時間ポイントｔ8から、マスタデバイス７０２は、
スレーブデバイス７０６－ａがリソース割振り１１７２に従って送信すべき予想されるＵ
Ｌ送信時間（すなわち、時間ポイントｔ10）までチャネルを占有するために、無認可チャ
ネル７１０上で信号１１４６を送信し得る。
【０１２０】
　[00139]１８０８において、ｅＮＢは、第１のマスタデバイスによって、送信機会にお
いて無認可チャネルを占有する。たとえば、図１１を参照すると、送信スロットを取得す
ると、時間ポイントｔ8から、マスタデバイス７０２は、スレーブデバイス７０６－ａが
リソース割振り１１７２に従って送信すべき予想されるＵＬ送信時間（すなわち、時間ポ
イントｔ10）までチャネルを占有するために、無認可チャネル７１０上で信号１１４６を
送信し得る。
【０１２１】
　[00140]図１９は、例示的な装置１９０２中の異なる手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図１９００である。本装置はｅＮＢであり得る。本装置は、マス
タデバイス１９５０からスレーブデバイスのリソース割振りに関連する情報１９０５を受
信する受信構成要素１９０４を含む。さらに、受信構成要素１９０４は、認可または無認
可チャネル上でスレーブデバイス１９６０からデータ送信１９１５を受信する。さらに、
本装置は、データ送信の受信より前に無認可チャネル上で送信機会を取得するためにＩＣ
ＣＡプロシージャまたはＥＣＣＡプロシージャを実行するＣＣＡ実行構成要素１９０６を
含む。一態様では、ＣＣＡ実行構成要素１９０６は、送信機会を取得するために、受信構
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成要素１９０４から受信されたリソース割振り１９２５に関連する情報を使用し得る。本
装置は、ＩＣＣＡ／ＥＣＣＡ１９３５に関連する情報に基づいて送信機会１９４５におい
て無認可チャネルを占有する占有構成要素１９０８をも含む。本装置は、マスタデバイス
１９５０およびスレーブデバイス１９６０にデータ送信１９５５、１９６５を送る送信構
成要素１９１０をさらに含む。
【０１２２】
　[00141]本装置は、図１８の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々
を実行する追加の構成要素を含み得る。したがって、図１８の上述のフローチャート中の
各ブロックは、１つの構成要素によって実行され得、本装置は、それらの構成要素のうち
の１つまたは複数を含み得る。構成要素は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うよ
うに特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセ
ス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセ
ッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らか
の組合せであり得る。
【０１２３】
　[00142]図２０は、処理システム２０１４を採用する装置１９０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図２０００である。処理システム２０１４は、バス２０２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２０２４は、処
理システム２０１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス２０２４は、プロセッサ２００４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と、構成要素１９０
４、１９０６、１９０８、１９１０と、コンピュータ可読媒体／メモリ２００６とを含む
様々な回路を一緒にリンクする。バス２０２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電
圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は
当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明されない。
【０１２４】
　[00143]処理システム２０１４はトランシーバ２０１０に結合され得る。トランシーバ
２０１０は１つまたは複数のアンテナ２０２０に結合される。トランシーバ２０１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ２０１０
は、１つまたは複数のアンテナ２０２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム２０１４、特に受信構成要素１９０４に与える。さ
らに、トランシーバ２０１０は、処理システム２０１４、特に送信構成要素１９１０から
情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ２０２０に適用さ
れるべき信号を生成する。処理システム２０１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ２０
０６に結合されたプロセッサ２００４を含む。プロセッサ２００４は、コンピュータ可読
媒体／メモリ２００６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。
ソフトウェアは、プロセッサ２００４によって実行されたとき、処理システム２０１４に
、任意の特定の装置のための上記で説明された様々な機能を実行させる。コンピュータ可
読媒体／メモリ２００６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ２００４によ
って操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システム２０１４は、構成要
素１９０４、１９０６、１９０８、１９１０のうちの少なくとも１つをさらに含む。それ
らの構成要素は、プロセッサ２００４中で動作し、コンピュータ可読媒体／メモリ２００
６中に存在する／記憶されたソフトウェア構成要素であるか、プロセッサ２００４に結合
された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、またはそれらの何らかの組合せ
であり得る。処理システム２０１４は、ｅＮＢ３１０の構成要素であり得、メモリ３７６
、および／またはＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プ
ロセッサ３７５とのうちの少なくとも１つ、を含み得る。
【０１２５】
　[00144]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’は、第２のマ
スタデバイスから、バックホールリンク上で第１のマスタデバイスへのリソース割振りの
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情報を受信するための手段を含む。一態様では、リソース割振りは認可チャネル上で送信
され、リソース割振りの情報は、無認可チャネルを予約するようにとの指示を含む。別の
構成では、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’は、スレーブデバイスから
無認可チャネル上でリソース割振りに従ってデータを受信するための手段を含む。さらな
る態様では、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’は、第１のマスタデバイ
スにおいて、データの受信より前に無認可チャネル上で送信機会を取得するためにＩＣＣ
ＡプロシージャまたはＥＣＣＡプロシージャを実行するための手段を含む。別の構成では
、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’は、第１のマスタデバイスによって
、送信機会において無認可チャネルを占有するための手段を含む。一態様では、スレーブ
デバイスはユーザ機器である。さらなる態様では、第１のマスタデバイスは、第１のマク
ロｅＮＢ、第１のＲＲＨ、または第１のフェムトセルを含む。別の態様では、第２のマス
タデバイスは、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセルのうちの１つを
含む。上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された、
装置１９０２、および／または装置１９０２’の処理システム２０１４の上述の構成要素
のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明されたように、処理システム２０１４は
、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセッサ３７５
とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された
機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、
コントローラ／プロセッサ３７５とであり得る。
【０１２６】
　[00145]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実施することがで
きるようにするために提供されたものである。これらの態様への様々な変更は当業者には
容易に明らかであり、本明細書で定義された一般的原理は他の態様に適用され得る。した
がって、特許請求の範囲は、本明細書で示された態様に限定されるものではなく、クレー
ム文言に矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言
及は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１
つまたは複数の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では「例、
事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」として本
明細書で説明されたいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解
釈されるべきであるとは限らない。別段に明記されていない限り、「いくつか（some）」
という用語は１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「
Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１
つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれ
らの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、
複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうち
の少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、および
Ｃのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、および「
Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、
ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、い
かなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバーを含ん
でいることがある。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体
にわたって説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照に
より本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。その上、本
明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳さ
れているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。「モジュール」、「機構」、
「要素」、「デバイス」などという単語は、「手段」という単語の代用でないことがある
。したがって、いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用して
明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきでは
ない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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［Ｃ１］
　スレーブデバイスのワイヤレス通信の方法であって、ここにおいて、前記スレーブデバ
イスが第１のマスタデバイスと第２のマスタデバイスとに関連付けられ、前記方法は、
　前記第１のマスタデバイスから、前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース
割振りを受信することと、
　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャネ
ルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定することと、
　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行す
ることと、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張
ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従って
前記第２のマスタデバイスにデータを送信することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記スレーブデバイスは、
　　前記リソース割振り中に含まれるインジケータ、
　　前記リソース割振りを受信するより前に前記第１のマスタデバイスによって与えられ
る構成情報、
　　前記スレーブデバイスによって前記送信することのために、前記無認可チャネルを前
記第１のマスタデバイスが予約したのか前記第２のマスタデバイスが予約したのか、
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか別のチャネル上で受信
されたのか、または
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか認可チャネル上で受信
されたのか
のうちの少なくとも１つに基づいて、実行すべきＣＣＡプロシージャの前記タイプを決定
する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記リソース割振りが、前記無認可チャネルまたは認可チャネルのうちの少なくとも１
つ上で受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、前記送信することが、前記リソース割振りに従って前記第１のマスタデ
バイスに前記データを送信することをさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、前記送信することが、前記リソース割振りに従って前記第１のマスタデ
バイスに他のデータを送信することをさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　ここにおいて、前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
、第１の無線リソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　ここにおいて、前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第
２のフェムトセルのうちの１つを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　第１のマスタデバイスのワイヤレス通信の方法であって、ここにおいて、前記第１のマ
スタデバイスがスレーブデバイスおよび第２のマスタデバイスと通信しており、前記方法
が、
　前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信
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することと、
　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送信
することと、
　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　のうちの少なくとも１つによって前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパラメータを示すことと
を備える、方法。
［Ｃ８］
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　第１のマスタデバイスのワイヤレス通信の方法であって、ここにおいて、前記第１のマ
スタデバイスが第２のマスタデバイスおよびスレーブデバイスと通信しており、前記方法
は、
　前記第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で前記第１のマスタデバイスへ
のリソース割振りの情報を受信することと、前記リソース割振りが認可チャネル上で送信
され、前記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指示を含
む、
　前記スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを受
信することと、
　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの受信より前に前記無認可チャネル上
で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ（Ｅ
ＣＣＡ）プロシージャを実行することと、
　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会の直前に前記無認可チャネルを占有
することと
を備える、方法。
［Ｃ１０］
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、ここにおいて、前記装置は、第１のマスタデバ
イスと第２のマスタデバイスとに関連付けられたスレーブデバイスであり、
　前記第１のマスタデバイスから、前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース
割振りを受信するための手段と、
　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャネ
ルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定するための手段と、
　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行す
るための手段と、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまた
は拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
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　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従って
前記第２のマスタデバイスにデータを送信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１２］
　決定するための前記手段は、
　　前記リソース割振り中に含まれるインジケータ、
　　前記リソース割振りを受信するより前に前記第１のマスタデバイスによって与えられ
る構成情報、
　　前記スレーブデバイスによって前記送信することのために、前記無認可チャネルを前
記第１のマスタデバイスが予約したのか前記第２のマスタデバイスが予約したのか、
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか別のチャネル上で受信
されたのか、または
　　前記リソース割振りが前記無認可チャネル上で受信されたのか認可チャネル上で受信
されたのか
のうちの少なくとも１つに基づいて、実行すべきＣＣＡプロシージャの前記タイプを決定
するように構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記リソース割振りが、前記無認可チャネルまたは認可チャネルのうちの少なくとも１
つ上で受信される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、送信するための前記手段が、前記リソース割振りに従って前記第１のマ
スタデバイスに前記データを送信するように構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記リソース割振りが、さらに、前記第１のマスタデバイスと通信するためのものであ
り、
　ここにおいて、送信するための前記手段が、前記リソース割振りに従って前記第１のマ
スタデバイスに他のデータを送信するように構成された、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　ここにおいて、前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
、第１の無線リソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　ここにおいて、前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第
２のフェムトセルのうちの１つを含む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、ここにおいて、前記装置は、スレーブデバイス
および第２のマスタデバイスと通信している第１のマスタデバイスであり、
　前記第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信
するための手段と、
　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送信
するための手段と、
　前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパ
ラメータを示すための手段と、ここにおいて、示すための前記手段が、
　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　を行うように構成された、
を備える、装置。
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［Ｃ１８］
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、ここにおいて、装置は、第２のマスタデバイス
およびスレーブデバイスと通信している第１のマスタデバイスであり、
　前記第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で前記第１のマスタデバイスへ
のリソース割振りの情報を受信するための手段と、前記リソース割振りが認可チャネル上
で送信され、前記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指
示を含む、
　前記スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを受
信するための手段と、
　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの受信より前に前記無認可チャネル上
で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ（Ｅ
ＣＣＡ）プロシージャを実行するための手段と、
　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会において前記無認可チャネルを占有
するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２０］
　前記スレーブデバイスがユーザ機器であり、
　前記第１のマスタデバイスが、第１のマクロ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、第１の無線リ
ソースヘッド（ＲＲＨ）、または第１のフェムトセルを含み、
　前記第２のマスタデバイスが、第２のｅＮＢ、第２のＲＲＨ、または第２のフェムトセ
ルのうちの１つを含む、
Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第１のマスタデバイスから、第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振り
を受信することと、
　　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定することと、
　　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行
することと、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡
張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
　　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従っ
て前記第２のマスタデバイスにデータを送信することと
　を行うように構成された、
　装置。
［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
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　　第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信す
ることと、
　　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送
信することと、
　　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　　のうちの少なくとも１つによって前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパラメータを示すことと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ２３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で第１のマスタデバイスへのリソ
ース割振りの情報を受信することと、前記リソース割振りが認可チャネル上で送信され、
前記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指示を含む、
　　スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを受信
することと、
　　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの受信より前に前記無認可チャネル
上で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ（
ＥＣＣＡ）プロシージャを実行することと、
　　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会において前記無認可チャネルを占
有することと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ２４］
　コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、
　第１のマスタデバイスから、第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りを
受信することと、
　無認可チャネル上で前記第２のマスタデバイスと通信する前に実行すべきクリアチャネ
ルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのタイプを決定することと、
　前記決定することに基づいて、送信機会を取得するためにＣＣＡプロシージャを実行す
ることと、前記ＣＣＡプロシージャが、初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張
ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャのうちの１つである、
　前記送信機会が取得されたとき、前記無認可チャネル上で前記リソース割振りに従って
前記第２のマスタデバイスにデータを送信することと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２５］
　コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、
　第２のマスタデバイスと通信するためのリソース割振りをスレーブデバイスに送信する
ことと、
　バックホールリンク上で前記リソース割振りの情報を前記第２のマスタデバイスに送信
することと、
　　前記リソース割振りを送信するより前の通信中で構成情報を与えること、
　　前記リソース割振り中にインジケータを設定すること、
　　あるタイプのチャネル上で前記リソース割振りを送信すること、または
　　選択されたチャネル上で前記リソース割振りを送信すること
　のうちの少なくとも１つによって前記スレーブデバイスにクリアチャネルアセスメント



(43) JP 6386197 B2 2018.9.5

10

（ＣＣＡ）タイプおよびＣＣＡパラメータを示すことと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］
　コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、
　第２のマスタデバイスから、バックホールリンク上で第１のマスタデバイスへのリソー
ス割振りの情報を受信することと、前記リソース割振りが認可チャネル上で送信され、前
記リソース割振りの前記情報が、無認可チャネルを予約するようにとの指示を含む、
　スレーブデバイスから無認可チャネル上で前記リソース割振りに従ってデータを受信す
ることと、
　前記第１のマスタデバイスにおいて、前記データの受信より前に前記無認可チャネル上
で送信機会を取得するために初期ＣＣＡ（ＩＣＣＡ）プロシージャまたは拡張ＣＣＡ（Ｅ
ＣＣＡ）プロシージャを実行することと、
　前記第１のマスタデバイスによって、前記送信機会において前記無認可チャネルを占有
することと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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